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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数系統の送信データをそれぞれの送信時間間隔で符号化し、符号化データをフレーム周
期で分割して所定ビット長のフレームデータとし、各フレームデータを多重して伝送する
と共に、各フレームデータ長情報を特定する識別情報をフレーム毎に伝送する通信システ
ムにおける受信装置において、
受信した多重データを記憶する記憶部、
受信した前記識別情報に基づいて各フレームデータ長情報をフレーム毎に判別する判別部
、
送信時間間隔内の複数フレームにおける各フレームデータ長情報のうち、フレームデータ
長情報が共通する数が最多のものを該送信時間間隔内における該複数フレーム全てに共通
するフレームデータ長情報として決定する決定部、
決定されたフレームデータ長情報に基づいて各系統のフレーム当たりのビット長を識別し
、該ビット長に基づいて前記記憶部に記憶されている多重データを系統毎に分離する分離
部、
分離されたフレームデータを前記送信時間間隔分、結合して復号する復号部、
を備えたことを特徴とする受信装置。
【請求項２】
複数系統の送信データをそれぞれの送信時間間隔で符号化し、符号化データをフレーム周
期で分割して所定ビット長のフレームデータとし、各フレームデータを多重して伝送する
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と共に、各フレームデータ長情報を特定する識別情報を符号化してフレーム毎に伝送する
通信システムにおける受信装置において、
受信した多重データを記憶する記憶部、
受信した前記識別情報を復号し、復号した際に算出される尤度を保持する識別情報復号部
、
復号した識別情報に基づいて各系統におけるフレームデータ長情報をフレーム毎に判別す
る判別部、
各系統毎に、それぞれの送信時間間隔内の複数フレームのフレームデータ長情報を比較し
、異なる場合には前記尤度を用いて該送信時間間隔内における該複数フレーム全てに共通
するフレームデータ長情報を決定する決定部、
決定されたフレームデータ長情報に基づいて各系統のフレーム当たりのビット長を識別し
、該ビット長に基づいて前記記憶部に記憶されている多重データを各系統毎に分離する分
離部、
分離されたフレームデータを前記送信時間間隔分、結合して復号する復号部、
を備えたことを特徴とする受信装置。
【請求項３】
各系統の送信データを所定の送信時間間隔で符号化し、符号化データをフレーム周期で分
割して所定ビット長のフレームデータとし、各フレームデータを多重して伝送すると共に
、各系統のフレームデータ長情報の組み合わせを特定する識別情報をフレーム毎に伝送す
る通信システムにおける受信装置において、
受信した多重データを記憶する記憶部、
受信した前記識別情報に基づいて各系統におけるフレームデータ長情報をフレーム毎に判
別する判別部、
送信時間間隔T1の系統において、該送信時間間隔T1内の複数フレームのフレームデータ長
情報のうち間違っているフレームデータ長情報を正しいフレームデータ長情報に修正する
と共に、送信時間間隔T2の他の系統において前記修正したフレームと多重されたフレーム
を含む送信時間間隔T2内の複数フレームに共通するフレームデータ長情報の決定に際して
、該修正したフレームと多重されたフレーム以外のフレームについて判別したフレームデ
ータ長情報を前記共通フレームデータ情報として決定する決定部、
決定されたフレームデータ長情報に基づいて各系統のフレーム当たりのビット長を識別し
、該ビット長に基づいて前記記憶部に記憶されている多重データを各系統毎に分離する分
離部、
各系統に分離されたフレームデータをそれぞれ前記送信時間間隔分、結合して復号する復
号部、
を備えたことを特徴とする受信装置。
【請求項４】
各系統の送信データを所定の送信時間間隔で符号化し、符号化データをフレーム周期で分
割して所定ビット長のフレームデータとし、各フレームデータを多重して伝送すると共に
、各系統のフレームデータ長情報の組み合わせを特定する識別情報をフレーム毎に伝送す
る通信システムにおける受信装置において、
受信した多重データを記憶する記憶部、
受信した前記識別情報に基づいて各系統におけるフレームデータ長情報をフレーム毎に判
別する判別部、
判別されたフレームデータ長情報に基づいて各系統のフレーム当たりのビット長を識別し
、かつ、送信時間間隔が大きい順に各系統のフレームデータが多重されているものと判断
し、該多重順序及び識別したビット長に基づいて前記記憶部に記憶されている多重データ
を各系統毎に分離する分離部、
各系統毎に分離されたフレームデータをそれぞれ前記送信時間間隔分、結合して復号する
復号部、
を備えたことを特徴とする受信装置。
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【請求項５】
各系統の送信データを所定の送信時間間隔でそれぞれ符号化する符号化部、
符号化した各系統の送信データをフレーム周期で分割して所定のビット長のフレームデー
タとし、各系統のフレームデータのうち送信時間間隔が長いものが前方側となるように又
は送信時間間隔が短いものが後方側となるように多重する多重部、
多重する各系統のフレームデータ長情報の組み合わせを特定する識別情報をフレーム毎に
前記多重したデータと共に送信する送信部、
を有することを特徴とする送信装置。
【請求項６】
複数系統の送信データをそれぞれ送信時間間隔で符号化し、符号化データをフレーム周期
で分割して所定ビット長のフレームデータとし、各フレームデータを多重して伝送すると
共に、各フレームデータ長情報を特定する識別情報をフレーム毎に伝送する通信システム
における受信方法において、
受信した多重データを記憶すると共に、受信した識別情報に基づいてフレームデータ長情
報をフレーム毎に判別し、
送信時間間隔内の複数フレームにおける各フレームデータ長情報のうち、フレームデータ
長情報が共通する数が最多のものを該送信時間間隔内における該複数フレーム全てに共通
するフレームデータ長情報として決定し、
決定されたフレームデータ長情報に基づいて各系統のフレーム当たりのビット長を識別し
、
該ビット長に基づいて前記記憶されている多重データを系統毎に分離し、
分離されたフレームデータを前記送信時間間隔分、結合して復号する、
ことを特徴とする受信方法。
【請求項７】
複数系統の送信データをそれぞれ送信時間間隔で符号化し、符号化データをフレーム周期
で分割して所定ビット長のフレームデータとし、各フレームデータを多重して伝送すると
共に、各フレームデータ長情報を特定する識別情報をフレーム毎に伝送する通信システム
における受信方法において、
受信した多重データを記憶すると共に、受信した識別情報をフレーム毎に復号し、復号し
た際に算出される尤度を保持し、
復号した識別情報に基づいて、各系統におけるフレームデータ長情報を判別し、
各系統毎に、それぞれの送信時間間隔内の複数フレームのフレームデータ長を比較し、異
なる場合には前記尤度を用いて該送信時間間隔内における該複数フレーム全てに共通する
フレームデータ長情報を決定し、
決定されたフレームデータ長情報に基づいて各系統のフレーム当たりのビット長を識別し
、
該ビット長に基づいて前記記憶されている多重データを各系統毎に分離し、
分離されたフレームデータを前記送信時間間隔分、結合して復号する、
ことを特徴とする受信方法。
【請求項８】
各系統の送信データを所定の送信時間間隔で符号化し、符号化データをフレーム周期で分
割して所定ビット長のフレームデータとし、各フレームデータを多重して伝送すると共に
、各系統のフレームデータ長情報の組み合わせを特定する識別情報をフレーム毎に伝送す
る通信システムにおける受信方法において、
受信した多重データを記憶すると共に、受信した前記識別情報に基づいて各系統における
フレームデータ長情報をフレーム毎に判別し、
送信時間間隔T1の系統において、該送信時間間隔T１内の複数フレームのフレームデータ
長情報のうち間違っているフレームデータ長情報を正しいフレームデータ長情報に修正す
ると共に、送信時間間隔T2の他の系統において前記修正したフレームと多重されたフレー
ムを含む送信時間間隔T2内の複数フレームに共通するフレームデータ長情報の決定に際し



(4) JP 4318412 B2 2009.8.26

10

20

30

40

50

て、該修正したフレームと多重されたフレーム以外のフレームについて判別したフレーム
データ長情報を前記共通フレームデータ長情報として決定し、
決定したフレームデータ長情報に基づいて各系統のフレーム当たりのビット長を識別し、
該ビット長に基づいて前記記憶されている多重データを各系統毎に分離し、
各系統に分離されたフレームデータを前記送信時間間隔分、結合して復号する、
ことを特徴とする受信方法。
【請求項９】
各系統の送信データを所定の送信時間間隔で符号化し、符号化データをフレーム周期で分
割して所定ビット長のフレームデータとし、各フレームデータを多重して伝送すると共に
、各系統のフレームデータ長情報の組み合わせを特定する識別情報をフレーム毎に伝送す
る通信システムにおける受信方法において、
受信した多重データを記憶すると共に受信した前記識別情報に基づいて各系統におけるフ
レームデータ長情報をフレーム毎に判別し、
判別されたフレームデータ長情報に基づいて各系統のフレーム当たりのビット長を識別し
、
前記送信時間間隔が大きい順に各系統のフレームデータが多重されているものと判断し、
多重順序及び識別したビット長に基づいて前記記憶されている多重データを各系統毎に分
離し、
各系統毎に分離されたフレームデータをそれぞれ前記送信時間間隔分、結合して復号する
、
ことを特徴とする受信方法。
【請求項１０】
通信システムの送信方法において、
各系統の送信データを所定の送信時間間隔でそれぞれ符号化し、
符号化した各系統の送信データをフレーム周期で分割して所定のビット長のフレームデー
タとし、各系統のフレームデータのうち送信時間間隔が長いものが前方側となるように又
は送信時間間隔が短いものが後方側となるように多重し、
多重する各系統のフレームデータ長情報の組み合わせを特定する識別情報をフレーム毎に
前記多重したデータと共に伝送する、
ことを特徴とする送信方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はW-CDMAシステムにおける送受信装置及び送受信方法に係わり、特に、多重された
複数のトランスポートチャネルTrCHの送信データをトランスポートフォーマット（TFI:Tr
ansport Format Indicator）を用いて分離、復号するW-CDMAシステムにおける送受信装置
及び送受信方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
図18は従来の移動局の構成図である。送信に際して、各入出力ユニット１ａ～１ｎから送
出されるデータは内蔵の音声コーデック、ビデオコーデック等を介してデータセレクト部
２に入力する。入出力ユニット１ａ～１ｎは例えば携帯電話機の音声入出力装置や画像入
出力装置等である。データセレクト部２はプロセッサ ３からの指示に従って、各入出力
ユニット１ａ～１ｎの音声コーデック、ビデオコーデック等を介して入力する送信データ
を選択的に符号化時間長10ms、20ms、40ms、80msの送信バッファ部５1～５4に入力する。
例えば、音声符号は3つのトランスポートチャネルTrCHを用いて伝送するため、音声コー
デックから出力する音声符号を3つに分け、対応するTrCHの送信バッファに入力する。す
なわち、音声コーデックは、音声信号を、▲１▼人間の声道を表現するLSPパラメータ、
▲２▼音声の周期性を表現するピッチ周期成分、▲３▼音声に含まれる雑音成分、▲４▼
ピッチ周期成分のゲイン、▲５▼雑音成分のゲインにより表現し、入力音声よりこれら各
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要素を抽出して量子化し、量子化データを音声符号として出力する。LSPパラメータ、ピ
ッチ周期成分、ピッチゲインは重要であり、第1のトランスポートチャネルに分配され、
雑音成分や雑音ゲインは少しぐらいエラーが乗っても致命的でないため、第2、第3のトラ
ンスポートチャネルに分配される。
【０００３】
各送信バッファ部５１～５４は送信データを10ms毎にバッファメモリ(図示せず)に連続的
に書き込むと共に、10ms、20ms、40ms、80ms毎に一機に送信データをバースト的に読出し
て次段のエンコード処理部６１～６４に入力する。
エンコード処理部６１～６４はそれぞれ時間長10ms、20ms、40ms、80msの送信データをビ
タビ符号あるいはターボ符号に従って符号化して多重部７に入力する。すなわち、エンコ
ード処理部６１は時間長10msの符号化データE10を出力し、エンコード処理部６２は時間
長20msの符号化データE20を出力し、エンコード処理部６３は時間長40msの符号化データE
40を出力し、エンコード処理部６４は時間長80msの符号化データE80を出力する。たとえ
ば、図1９に示すようにエンコード処理部６１は10ms毎に符号化データ10ms-1を出力し、
エンコード処理部６２は10ms毎に符号化データE20の前半部20ms-1、後半部20ms-2を順番
に出力し、エンコード処理部６３は10ms毎に符号化データE40の1/4部分40ms-1,40ms-2,40
ms-3,40ms-4を順番に出力し、エンコード処理部６４は10ms毎に符号化データE80の1/8部
分80ms-1,80ms-2,80ms-3,80ms-4,80ms-5,80ms-6,80ms-7,80ms-8を順番に出力する。
【０００４】
多重部７は各エンコード処理部６１～６４から10ms毎に入力する符号化データを多重して
1フレーム分の多重データを作成し、多重された符号化データを同相成分（IN-Phase comp
onent)データとして送出する。図1９は多重方法の説明図であり、最初の10ms目では符号
化データ[10ms-1,20ms-1,40ms-1,80ms-1]を第１フレームとして多重して送出する。以後
、20ms目～80ms目において第２～第８フレームとして
多重データ:[10ms-1,20ms-2,40ms-2,80ms-2]・・第２フレーム
多重データ:[10ms-1,20ms-1,40ms-3,80ms-3]・・第３フレーム
多重データ:[10ms-1,20ms-2,40ms-4,80ms-4]・・第４フレーム
多重データ:[10ms-1,20ms-1,40ms-1,80ms-5]・・第５フレーム
多重データ:[10ms-1,20ms-2,40ms-2,80ms-6]・・第６フレーム
多重データ:[10ms-1,20ms-1,40ms-3,80ms-7]・・第７フレーム
多重データ:[10ms-1,20ms-2,40ms-4,80ms-8]・・第８フレーム
を作成して送出する。すなわち、符号化時間長10msのサービスはフレーム毎にデータ送信
され、符号化時間長20msのサービスは２フレームかけてデータ送信され、符号化時間長40
msのサービスは４フレームかけてデータ送信され、符号化時間長80msのサービスは８フレ
ームかけてデータ送信される。
【０００５】
制御信号発生部８はパイロットPILO、TFCI等の制御データを直交成分(Quadrature compon
ent)データとして一定シンボル速度で出力する。QPSK拡散器９は入力される同相成分（Ｉ
ch成分）、直交成分（Ｑch成分）に所定の拡散コードを用いて拡散変調を施し、ＤＡ変換
してQPSK直交変調器１０に入力する。直交変調器１０はＩch信号、Ｑch信号にQPSK直交変
調を施し、無線送信部１１は直交変調器から出力するベースバンド信号を高周波数に周波
数変換(IF→RF)すると共に、高周波増幅等を行ってアンテナANTＴより送信する。
【０００６】
図２０は移動局から基地局への上り信号のフレームフォーマット説明図である。1フレー
ムは10msecで、１５スロットＳ０～Ｓ１４で構成されている。ユーザデータはQPSK変調の
直交するIchにマッピングされ、制御データはQPSK変調の直交するQchにマッピングされる
。ユーザデータ用Ｉchにおける各スロットのビット数ｎはシンボル速度に応じて変化し、
制御データ用Ｑchにおける各スロットは10ビットで構成され、シンボル速度は15ksps一定
である。ユーザデータは1以上のトランスポートチャネルのデータが多重されて形成され
、制御データはTPC(Transmission Power Contorl Bit),TFCI(Transport Format Combinat
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ion Indicator),PILOT、FBIで構成されている。
【０００７】
図２１は基地局から移動局への下り信号のフレームフォーマット及びスロット構成説明図
であり、1フレームは10msecで、15スロットＳ０～Ｓ１４で構成され、各スロットにユー
ザデータData1, Data2、制御データTPC,TFCI,PILOTが混在している。各スロットのデータ
は１ビットづつ交互にQPSK直交変調のＩchとＱchに振り分けられ、しかる後、拡散変調、
直交変調を施され、周波数変換されて移動局に送信される。
【０００８】
受信に際して、無線受信部１３はアンテナATNＲにより受信した高周波信号をベースバン
ド信号に周波数変換(RF→IF変換)し、しかる後、ベースバンド信号を直交検波して同相成
分（Ｉ成分)データと直交成分（Ｑ成分)データを発生し、ＡＤ変換して逆拡散復調部１４
に入力する。逆拡散復調部１４はＩ成分信号、Ｑ成分信号に拡散符号と同じ符号を用いて
逆拡散処理を施し、送信されてきた符号化データを復調(同期検波)し、分離部１５に入力
する。分離部１５には図２２に示すように多重された符号化データ
多重データ:[10ms-1,20ms-1,40ms-1,80ms-1]・・第１フレーム
多重データ:[10ms-1,20ms-2,40ms-2,80ms-2]・・第２フレーム
多重データ:[10ms-1,20ms-1,40ms-3,80ms-3]・・第３フレーム
多重データ:[10ms-1,20ms-2,40ms-4,80ms-4]・・第４フレーム
多重データ:[10ms-1,20ms-1,40ms-1,80ms-5]・・第５フレーム
多重データ:[10ms-1,20ms-2,40ms-2,80ms-6]・・第６フレーム
多重データ:[10ms-1,20ms-1,40ms-3,80ms-7]・・第７フレーム
多重データ:[10ms-1,20ms-2,40ms-4,80ms-8]・・第８フレーム
がフレーム毎に入力する。
【０００９】
分離部１５は各フレームの最初の10ms符号化データ10ms-1を第１のデコード処理部１６１
に入力し、第２の20ms符号化データ20ms-1,20ms-2を第２のデコード処理部１６２に入力
し、第３の40ms符号化データ40ms-1,40ms-2,40ms-3,40ms-4を第３のデコード処理部１６
３に入力し、第４の80ms符号化データ80ms-1,80ms-2,80ms-3,80ms-4,80ms-5,80ms-6,80ms
-7,80ms-8を第４のデコード処理部１６４に入力する。すなわち、符号化時間長10msのサ
ービスのデータはフレーム毎に受信され、符号化時間長20msのサービスのデータは２フレ
ームかけて受信され、符号化時間長40msのサービスのデータは４フレームかけて受信され
、符号化時間長80msのサービスのデータは８フレームかけて受信される。
【００１０】
第１のデコード処理部１６１は時間長10msの符号化データに誤り訂正処理を施して元の送
信データを復号化するもので、符号化データ10ms-1を復号して10ms毎に次段の受信バッフ
ァ部１７１に入力する。第２のデコード処理部１６２は時間長20msの符号化データに誤り
訂正処理を施して元の送信データを復号化するもので、符号化データ20ms-1～20ms-2を復
号して20ms毎に次段の受信バッファ部１７２に入力する。第３のデコード処理部１６３は
時間長40msの符号化データに誤り訂正処理を施して元の送信データを復号化するもので、
符号化データ40ms-1～40ms-4を復号して40ms毎に次段の受信バッファ部１７３に入力する
。第４のデコード処理部１６４は時間長80msの符号化データに誤り訂正処理を施して元の
送信データを復号化するもので、符号化データ80ms-1～80ms-8を復号して80ms毎に次段の
受信バッファ部１７４入力する。
【００１１】
受信バッファ部１７１～１７４は復号データを10ms、20ms、40ms、80ms毎に一機にバース
ト的にバッファメモリに書き込むと共に、10ms毎にバッファメモリから連続的に復号デー
タを読出してデータセレクト部２に入力する。データセレクト部２はプロセッサCPU ３か
らの指示に従って、各受信バッファ部１７１～１７４から入力する復号データを選択的に
入出力ユニット１ａ～１ｎに入力する。以上のように、W-CDMAシステムの特徴のひとつに
は、異なる複数のサービスを同時に利用できるということがあげられる。
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【００１２】
以上では、移動局の全体的動作について説明したが、以下では多重、分離について詳細に
説明する。W-CDMAシステムのデータ送受信時間間隔は前述のように10ms,20ms,40ms,80ms
に規定されている。この時間間隔をTTI（Transmission Time Interval）と呼ぶ。エアの
タイミングは、0 ~ 4095の4096周期のフレームタイミングで刻まれている（1フレーム=10
ms）。送受信のタイミングは各TTI毎に、図２３に示すようになる。
【００１３】
W-CDMAシステムにおけるチャネルコーデック送信部（エンコード処理部）６ｉ（ｉ＝１～
４）は、上位レイヤより送信されたデータを受け取り、トランスポートチャネル（TrCH）
毎に符号化処理を行ない、符号化したデータを多重して物理チャネルにマッピングして送
信する。逆に、チャネルコーデック受信部(デコード処理部)１６ｉ（ｉ＝１～４）は、物
理チャネルにデータを多重しているトランスポートチャネル (TrCH)毎に分離して復号処
理を行ない、その結果を上位レイヤに受け渡す。
【００１４】
通信を開始した時点で、各トランスポートチャネルTrCH毎に符号化方式（ビタビ符号、タ
ーボ符号など），TTI，送受信フォーマットなど符号化処理に必要な条件をプロセッサCPU
 ３により指定される。指定された条件にしたがい送信データを符号化する。各トランス
ポートチャネルTrCHにおいて送信データを符号化したら、フレーム毎に多重して物理チャ
ネルへマッピングし、送信する。物理チャネルデータは、1フレーム10msであるため0ms単
位で送信される。そこで、TTI 20ms以上のデータは、10msのフレーム単位に均等にデータ
を分割して、データをTTI時間かけて物理チャネルにマッピングして送信する。図２４にT
TI 20msと40msの２つのTrCH#1、TrCH#2を多重して送信する例を示す（TrCH#1 = TTI 20ms
，TrCH#2 = TTI 40ms）。尚、図２４において、１フレーム目と２フレーム目のTrCH#1-1,
TrCH#1-2はTrCH#1の最初の20msデータであり、3フレーム目と4フレーム目のTrCH#1-3,TrC
H#1-4はTrCH#1の次の20msデータである。
【００１５】
各トランスポートチャネルTrCHの符号化データを多重して物理チャネルにマッピングして
送信する時に、受信側で正しく分離できるように、どのように各トランスポートチャネル
TrCHの符号化データを多重したかを示すパラメータを作成し、物理チャネルデータに添付
して送信する。このパラメータがTFCI(Transmission Format Combination Indicator)で
ある。TFCIは各トランスポートチャネルTrCHで送信するデータの1フレーム当たりのビッ
ト長を特定するトランスポートフォーマットの組み合わせにより一意に決定される。
【００１６】
トランスポートフォーマットは番号がつけられており、TFI（Transport Format Indicato
r）と記す。TFIテーブルの一例を図２５に示す。図２５のTFIテーブルにおいて、トラン
スポートチャネルTrCH#1のトランスポートフォーマットは4種類あり、それぞれは1フレー
ム当たり336×0ビット、336×１ビット、336×2ビット、336×3ビット送信するフォーマ
ットで、TFIは０，１，２，３である。また、トランスポートチャネルTrCH#２のトランス
ポートフォーマットは２種類あり、それぞれは1フレーム当たり148×0ビット、148×１ビ
ット送信するフォーマットで、TFIは０，１である。トランスポートチャネルがTrCH#1，T
rCH#２の2種類のみとすれば、TrCH#1，TrCH#２のTFIの組み合わせは全部で8個あり、それ
ぞれの組み合わせに対して図２６のテーブル（TFCIテーブル）に示すTFCIが割り当てられ
る。
【００１７】
各TrCHの取りうるトランスポートフォーマットTFIは、プロセッサCPU より通知される。
従って、図２４において、TrCH#1から336bit×2の20ｍｓデータと336bit×1の20msデータ
を連続して送信し、TrCH#2から148bit×1の40msデータを送信するものとすれば、物理チ
ャネルにマッピングされる多重データ（4フレーム分）は、図２７に示すようなTFIの組み
合わせとなり、その時のTFCIは右欄に示すようになる。
以上のように、物理チャネルにマッピングされる各TrCHデータのフォーマットTFIがわか
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れば、図２６のTFCIテーブルよりTFIの組み合わせを示すTFCIを算出することが可能であ
る。TFCIを算出したら、ユーザデータと同様、符号化処理を施してTFCI Code Wordを作成
する（32ビットデータ）。このTFCI Code Wordを物理チャネルデータと共に送信する。
【００１８】
受信側では、まず、TFCI Code Wordを復号してTFCIを求める。求めたTFCIからTFCIテーブ
ルを参照して各TrCHのトランスポートフォーマット（TFI）を検出し、ついで、TFIテーブ
ルより物理チャネル上の各TrCHのマッピング状態(フレーム当たりのデータ長)を調べ、各
TrCH毎にデータを分離して復号処理を行なう。
TFCI Code Wordは、例えばTFCI値をアダマール行列の１つの行を構成する符号語に変換す
ることにより得られる。又、TFCIの複合処理は、受信符号にアダマール変換を施すことに
より行われる。
【００１９】
以下にアダマール変換を用いたTFCI Code Wordの復号処理について示す。最初に、アダマ
ール変換を理解するために必要な直交符号について説明する。任意の２つの符号語がユー
クリッド空間において直交しているときこれら2つ符号語を直交符号という。即ち、符号
語u=(u1,u2,…,un-1,un), v=(v1,v2,…,vn-1,vn)が次式、
(u,v)=u1v1+u2v2+un-1vn-1+unvn=0
の関係を満たすことをいう。但し、符号語の０、１をそれぞれ＋１、－１で置き換えたも
のは特にアナログ直交符号と呼ぶ。任意の2つの行の符号語が直交する関係になるように
各行に符号語を配列してなるn次正方行列をアダマール行列と呼ぶ。言い換えればアダマ
ール行列は各要素が＋１又は－１で任意の２つの異なる行が直交する行列である。ｎ次元
ベクトルにこの行列を乗ずる演算をアダマール変換という。(1)式は8次元アダマール行列
の例である。
【００２０】
【数１】

(2)式はアダマール変換例である。
【００２１】
【数２】

符号化におけるアダマール行列の使い方は以下の通りである。送信データの000～111をそ
れぞれ(1)式のアダマール行列の第1行～第8行の符号語に変換する。すなわち、
送信データ０００→(0,0,0,0,0,0,0,0)…アダマール行列の１行目
送信データ００１→(0,1,0,1,0,1,0,1)…アダマール行列の２行目
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送信データ０１０→(0,0,1,1,0,0,1,1)…アダマール行列の３行目
送信データ０１１→(0,1,1,0,0,1,1,0)…アダマール行列の４行目
送信データ１００→(0,0,0,0,1,1,1,1)…アダマール行列の５行目
送信データ１０１→(0,1,0,1,1,0,1,0)…アダマール行列の６行目
送信データ１１０→(0,0,1,1,1,1,0,0)…アダマール行列の７行目
送信データ１１１→(0,1,1,0,1,0,0,1)…アダマール行列の８行目
に変換する。
【００２２】
受信時、受信した符号より送信された直交符号語を判定する必要がある。そこで行う演算
がアダマール変換である。例えば、R=（0,0,0,0,0,0,0,0）を受信したとする。アダマー
ル変換により、
【数３】

が得られる。ここで、第1行目から第8行目の候補のうちアダマール変換結果（絶対値）の
最も大きかった８に対応する符号語、すなわち、アダマール行列の1行目の符号語=（0,0,
0,0,0,0,0,0）が送られてきたと判定し、対応するデータ０００を出力する。尚、各候補
の値は確からしさを示す尤度である。
【００２３】
以上は伝送エラーがない理想的な場合であるが、（0,0,0,0,0,0,0,0）が伝送エラーによ
り例えばR=（0,0,0,0,0,0,0,1）として受信された場合でも、アダマール変換により送信
データを復元できる。すなわち、アダマール変換により、
【数４】

が得られる。第1～第8行の候補のうち絶対値（尤度）の最も大きいのは第1行目の＋６な
のでアダマール行列の1行目の符号語=（0,0,0,0,0,0,0,0）が送られてきたと判定し、対
応するデータ０００を出力する。、このように、アダマール変換後の候補行列の各値は確
からしさの程度(尤度)示している。ところで、(4)式の演算量は多い。このため、効率よ
く演算する図28に示す演算方法が提案されている。図28において、実線は＋、点線は－で
あり、丸部分は加算部である。この演算法によれば、単純に演算すると８×８＝６４回の
演算を要したものが、３×８＝２４回の演算ですみ（→が交わる所で演算）、演算の効率
化が図れる。
【００２４】
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【発明が解決しようとする課題】
W-CDMAシステムの特徴として、複数のサービスを多重して送受信できることが上げられる
。サービスの多重は、物理チャネル層におけるトランスポートチャネルTrCHの多重処理で
実現している。したがって、復号処理を行なうには、各TrCHのデータを分離する必要があ
り、このためには、物理チャネル上にどのトランスポートチャネルTrCHのデータがどのぐ
らいの比率で多重されているかを判別する必要がある。このようなTrCH多重情報は、ユー
ザデータと共に受信するTFCIデータ（TFCI Code Word）より得ることが出来る。
【００２５】
受信したTFCI Code Wordをアダマール変換などの直交変換処理により復号すると、受信し
たユーザデータのTrCH多重状態を示すTFCIを検出することができる。さらに、この復号し
たTFCIよりTFCIテーブルを用いて物理チャネル上に多重されている各TrCHのトランスポー
トフォーマットTFIを検出できる。これより、TFIテーブルを用いて各TrCHの復号処理過程
のデータ長を算出できる。
ところで、TFCIに施される符号化処理は、ユーザデータに施されるターボ／畳み込み符号
化に比べて弱いものであり、ユーザデータに比べて復号を誤る確率が高い。即ち、伝送エ
ラーなどにより正しいＴＦＣＩを復号できない場合が発生する。TFCIの復号を誤ると正し
いTrCH多重情報が得られないため、ユーザデータを正しくトランスポートチャネルTrCH毎
に分離することが出来ず、結局正しく復号することができなくなる。
以上より、TFCIの誤りを検出して補正する処理が必要であるが、従来は、TFCIの誤りを修
正する処理は特に行なわれておらず、ユーザデータを正しく復号できない問題があった。
【００２６】
以上より、本発明の目的は伝送エラー等によりTFCIを正しく復号できない場合であっても
、補正処理を行なって正しいTrCH多重情報、すなわち、正しいトランスポートフォーマッ
トＴＦＩを検出可能にし、これによりユーザデータを正しく復号出来るようにして受信誤
りを低減することである。
本発明の別の目的は、補正処理により送信時間間隔TTIが最小（10ms）のトランスポート
チャネルのトランスポートフォーマット情報ＴＦＩを正しく補正できない場合が発生して
も、送信時間間隔TTIが最小でない他のトランスポートチャネルのユーザデータを正しく
復号出来るようにすることである。
【００２７】
【課題を解決するための手段】
本発明は、各トランスポートチャネルの送信データを所定の送信時間間隔(TTI)で符号化
し、該符号化データをフレーム周期で分割して所定ビット長のフレームデータとし、各ト
ランスポートチャネルのフレームデータを多重して伝送すると共に、各トランスポートチ
ャネルのフレームデータ長を特定するトランスポートフォーマット(TFI)の組み合わせ情
報（TFCI）をフレーム毎に伝送するＣＤＭＡ通信システムにおける受信装置および受信方
法である。
【００２８】
本発明の第1の受信装置における受信方法は、(1)受信した多重データを記憶すると共に、
TFCIをフレーム毎に復号するステップ、(2)該フレーム毎のTFCIに基づいて、フレーム毎
に各トランスポートチャネルにおけるトランスポートフォーマットTFIを判別するステッ
プ、(3)トランスポートチャネル毎に、該トランスポートチャネルに応じた前記送信時間
間隔TTI内の複数フレームのトランスポートフォーマットTFIを比較し、異なる場合には多
数決により該送信時間間隔TTIにおけるトランスポートフォーマットTFIを決定するステッ
プ、(4)該決定されたトランスポートフォーマットTFIに基づいて各トランスポートチャネ
ルのフレーム当たりのビット長を識別するステップ、(5)該ビット長に基づいて記憶され
ている多重データをトランスポートチャネル毎に分離するステップ、(6)トランスポート
チャネル毎に分離されたフレームデータを前記送信時間間隔分、結合して復号するステッ
プを有している。
【００２９】
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W-CDMAシステムにおけるTFCIの復号処理において、各サービスの送信時間間隔（TTI）が2
0ms以上ならば、該送信時間間隔TTI内のどのフレームでトランスポートフォーマット（TF
I）を検出しても同一になるはずである。そこで、第1の受信方法は、送信時間間隔TTI内
の複数フレームのトランスポートフォーマットTFIを比較し、一致しない場合、多数決に
より正しいトランスポートフォーマットTFIを推定して修正する。この結果、第1の受信方
法によれば、伝送エラー等によりTFCIを正しく復号できずTFIが一致しない場合であって
も、ユーザデータを正しく復号することができる。
【００３０】
本発明の第2の受信装置における受信方法は、(1)トランスポートチャネル毎に、該トラン
スポートチャネルに応じた送信時間間隔TTI内の複数フレームのトランスポートフォーマ
ットTFIを比較し、異なる場合には各フレームの尤度及びトランスポートフォーマットTFI
を用いて該送信時間間隔TTIにおけるトランスポートフォーマットTFIを決定するステップ
、(2)該決定されたトランスポートフォーマットに基づいて多重データをトランスポート
チャネル毎に分離するステップ、(3)トランスポートチャネル毎に分離されたフレームデ
ータを前記送信時間間隔分、結合して復号するステップを有している。
【００３１】
具体的にトランスポートフォーマットTFIを決定するには、送信時間間隔TTI内の複数フレ
ームにおける同一トランスポートフォーマットTFI同士の尤度を合計し、合計尤度が最大
となるトランスポートフォーマットTFIを該送信時間間隔TTIにおけるトランスポートフォ
ーマットTFIとして決定する。あるいは、トランスポートフォーマットTFIを決定するには
、▲１▼TFCI復号時に算出される各TFCI候補の尤度のうち最大尤度を有するTFCI候補を着
目フレームにおけるTFCIとして決定すると共に、各TFCI候補の尤度を用いて該TFCIの信頼
度を計算して保持し、▲２▼送信時間間隔TTI内の複数フレームにおける前記信頼度が最
大となるトランスポートフォーマットTFIを該送信時間間隔TTIにおけるトランスポートフ
ォーマットTFIとして決定する。
【００３２】
第２の受信方法によれば、送信時間間隔TTI内においてトランスポートフォーマットTFIが
一致しない場合、最大尤度あるいは最大信頼度により正しいトランスポートフォーマット
TFIを推定して修正するから、伝送エラー等によりTFCIを正しく復号できず、TFIが一致し
ない場合であっても、ユーザデータを正しく復号することができる。
【００３３】
本発明の第３の受信装置における受信方法は、(1)最大送信時間間隔TTIのトランスポート
チャネルにおいて、該最大送信時間間隔内の複数フレームのトランスポートフォーマット
TFIのうち間違っているトランスポートフォーマットTFIを正しいTFIに修正するステップ
、(2)別のトランスポートチャネルにおいて前記修正したフレームを含む送信時間間隔内
の複数フレームのトランスポートフォーマットが一致しているかチェックし、(3)一致し
てなければ、該修正フレーム以外のフレームにおけるトランスポートフォーマットが正し
いと判断して該送信時間間隔TTIにおけるトランスポートフォーマットTFIを修正する。第
３の受信方法によれば、最大送信時間間隔TTIのトランスポートチャネルにおける修正結
果を利用して別のトランスポートチャネルのTFIを修正でき、ユーザデータを正しく復号
することができる。
【００３４】
本発明の第４の受信装置における受信方法は、(1)受信した多重データを記憶すると共にT
FCIをフレーム毎に復号するステップ、(2)復号したTFCIに基づいて各トランスポートチャ
ネルにおけるトランスポートフォーマットTFIをフレーム毎に判別するステップ、(3)該判
別されたトランスポートフォーマットTFIに基づいて各トランスポートチャネルのフレー
ム当たりのビット長を識別するステップ、(4)前記送信時間間隔(TTI)が大きい順に各トラ
ンスポートチャネルのフレームデータが多重されているものと判断し、該多重順序及び識
別したビット長に基づいて前記記憶されている多重データをトランスポートチャネル毎に
分離するステップ、(5)トランスポートチャネル毎に分離されたフレームデータを前記送
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信時間間隔分、結合して復号するステップを有している。
【００３５】
この場合、送信装置は、(1)各トランスポートチャネルの送信データを所定の送信時間間
隔(TTI)で符号化し、(2)該符号化データをフレーム周期で分割して所定ビット長のフレー
ムデータとし、各トランスポートチャネルのフレームデータを送信時間間隔(TTI)が大き
い順に多重し、(3)各トランスポートチャネルのフレームデータ長を特定するトランスポ
ートフォーマット(TFI)の組み合わせ情報（TFCI）を前記多重データと共に伝送する。
第4の受信方法によれば、送信時間間隔TTIが最小（10ms）のトランスポートチャネルTrCH
のトランスポートフォーマットＴＦＩを正しく補正できない場合が発生しても、送信時間
間隔TTIが最小でない他のトランスポートチャネルのTFIを正しく補正することが出来るた
めこれらトランスポートチャネルのユーザデータを正しく分離して復号することができる
。
【００３６】
【発明の実施の形態】
(Ａ)本発明の概略
（ａ）第1実施例の概略
各トランスポートチャネルTrCHにおいて、該トランスポートチャネルに応じた送信時間間
隔TTI内の複数フレームのトランスポートフォーマット（TFI）は一定値である。すなわち
、TTI 20ms以上のトランスポートチャネルTrCHでは、各送信時間間隔TTI内の複数のフレ
ームにおいて同じトランスポートフォーマットTFIに基づいて送信データを分離し、各TrC
Hのデータをフレーム毎に多重して送信している。従って、送信時間間隔TTI内でTFI値が
変化する場合には、値が変化したフレームのTFCIにノイズが含まれていたため、正しく復
号できなかったと考えられる。
【００３７】
そこで、受信側で復号した結果、TFI値が異なる場合には、最も多いTFIが正しい値と考え
ることができる。すなわち、送信時間間隔TTI内のトランスポートフォーマット（TFI）で
多数決を取り、最も多いTFIの値を正しいトランスポートフォーマットTFIとする。少数の
TFIのフレームは、TFCIを正しく復号できなかったフレームとし、そのフレームのトラン
スポートフォーマットTFIの値を補正する。
たとえば、TFCIを復号したとき、TTI 40msのTrCHにおいて各フレームにおいて図1に示す
トランスポートフォーマットTFIが検出されたとする。TFIの多数決を取ると、（TFI=3）
：（TFI=1）= 3：1となり、第3フレーム目のTFI検出結果に誤りがあると判断でき、第3フ
レーム目のTFIを"3"と補正する。これにより、この送信時間間隔TTIのトランスポートフ
ォーマットは"TFI = 3"で統一され、正しいトランスポートフォーマットに修正すること
ができる。
【００３８】
（ｂ）第２実施例の概略
各トランスポートチャネルTrCHにおいて、儀トランスポートチャネルに応じた送信時間間
隔TTI内の複数フレームのトランスポートフォーマット（TFI）は一定値である。送信時間
間隔TTI内で検出したTFI値が変化する場合は、TFIが変化したフレームのTFCIにノイズが
含まれていたため、正しく復号できなかったと考えられる。この場合、TFCIを復号したと
きに求まる尤度を利用して、正しいTFIを推定して修正することができる。
なお、本発明の説明では、TFCI復号処理に高速アダマール変換を使用するが、尤度を用い
てTFCIを決定するような復号処理方法であれば、TFCI復号処理に高速アダマール変換以外
の手法を用いることもできる。
【００３９】
＜理論的な手法＞
TFCI復号時に算出される各TFCI候補の尤度((2)式の右辺)のうち最大尤度を有するTFCI候
補を対象フレームにおけるTFCIとして決定すると共に、各TFCI候補の尤度を用いて該TFCI
の正しさの信頼度Ｑを計算して保持する。入力データがノイズのない理想的なデータの場
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合、理論的に、高速アダマール変換の32個の出力値（尤度）は最大尤度以外は0になるの
で、次式
Q=｜最大尤度｜／Σi｜尤度i｜　（ｉ＝１～３２）　 (５)
より求まる信頼度QはTFCI復号結果の正しさの指標とすることができる（Qの理論値は1）
。送信時間間隔内の複数フレームのトランスポートフォーマットTFIが異なる場合には、
前記信頼度Qが最大となるフレームにおけるトランスポートフォーマットTFIを前記送信時
間間隔TTI内におけるトランスポートフォーマットTFIとして決定する。
【００４０】
例えば、TFCIを復号して、TTI 40msのTrCHにおいて図2に示すようにTFIが検出されたとす
る。この場合、第1実施例の方法でTFIの多数決を取っても、（TFI=3）：（TFI=1）= 2：2
となり、どのフレームにTFCI復号結果の誤りがあるのか判断することができない。
そこで、各フレーム毎にTFCI復号処理時に求まる尤度を用いて(5)式により、TFCI復号結
果の信頼度Qを算出する。Qの値は図2に示すようになったとする。送信時間間隔TTI内で各
フレームの信頼度を比較すると、1フレーム目の信頼度Ｑが最も大きい。したがって、1フ
レーム目のTFIが正しいと判断し、2，4フレーム目のTFIを"1"に修正する。これにより、
この送信時間間隔TTIのトランスポートフォーマットは"TFI = 1"で統一され、正しいトラ
ンスポートフォーマットに修正することができる。
【００４１】
＜簡略化した手法＞
理論的な方法では、計算が多いので少し単純な手法を以下に示す。
フレーム内でTFCIを算出する時には、尤度が最大になるものを選択している。すなわち、
尤度そのものをTFCIの正しさの指標として使用している。送信時間間隔TTI内でフレーム
数分だけ復号されるトランスポートフォーマットTFIは、すべて同じ値であるはずなので
、単純に尤度が最大になるフレームをTFIが正しく復号できたフレームと考えてもよい。
しかし、できるだけ多くの処理結果から検討したほうがよい結果が得られるはずである。
そこで、TFCI復号時にTFCIを決定する決め手になった最大尤度の値を保持しておく。1送
信時間間隔TTI分の結果がたまったら、同一トランスポートフォーマットTFI同士の尤度を
合計し、合計尤度が最大となるトランスポートフォーマットTFIを前記送信時間間隔TTI内
におけるトランスポートフォーマットTFIとして決定、その他のTFIのフレームは、TFCIを
正しく復号できなかったフレームとし、TFIの値を補正する。
【００４２】
例えば、TFCIを復号して、TTI 40msのTrCHのトランスポートフォーマットTFIが図2に示す
ように検出されたとする。この場合、第1実施例によりTFIの多数決を取っても、（TFI=3
）：（TFI=1）= 2：2となり、どのフレームにTFCI復号結果の誤りがあるのか判断するこ
とができない。
そこで、送信時間間隔TTI内で検出された同一TFI毎に、TFCI復号時にTFCIの値を決定した
最大尤度を加算する。TFI=1の最大尤度の合計値は270，TFI=3の合計値は220となり、TFI=
1の最大尤度の合計値 > TFI=3の最大尤度の合計値となるので、この送信時間間隔TTI内の
トランスポートフォーマットTFIは1と判断し、2,4フレーム目のTFIを"1"と補正する。こ
れにより、この送信時間間隔TTI内のトランスポートフォーマットは"TFI = 1"で統一され
、正しいトランスポートフォーマットに修正することができる。
【００４３】
（ｃ）第３実施例の概略
第1実施例あるいは第2実施例により、最大送信時間間隔TTIのトランスポートチャネルTrC
HについてTFI補正処理を行なって、該最大送信時間間隔内の複数フレームのトランスポー
トフォーマットＴＦＩのうち間違っているＴＦＩを修正する。ついで、最大送信時間間隔
TTIのTrCH以外で送信時間間隔TTIが20ms以上のTrCHにおいて、前記修正したフレームを含
む送信時間間隔内の複数フレームのトランスポートフォーマットTFIが一致しているかチ
ェックする。一致してなければ、該修正フレーム以外のフレームにおけるトランスポート
フォーマットTFIが正しいと判断し、該送信時間間隔TTIにおけるトランスポートフォーマ
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ットTFIを修正する。
例えば、現在オープンしているトランスポートチャネルTrCHがTTI 40msとTTI 20msの2つ
であるとし、又、TFCI復号によるTFI検出結果が図3(a)に示すようになるとする。
【００４４】
第1実施例により、最大送信時間間隔TTI40msのTrCHのTFIをチェックする。3フレーム目の
TFIが他のフレームと異なるから、多数決により該TFIの値を補正する。これにより、第3
フレーム目のTFCI復号に誤りがあることが判明する。しかる後、TTI 20msのTrCH のTFIを
チェックする。すると、該TrCHにおいて、最初のTTI 20ms内の第1、第2フレームのTFIは
一致しているが、次のTTI20ms内の第3フレーム目と第4フレーム目でTFIの値が異なる。第
3フレームのTFCIは誤っているので、正しいTFIは第4フレーム目のTFI = 2と推定できる。
これにより、TTI 20msのTrCHのTFI補正を行なうと、図3(b)に示すようになる。
【００４５】
（ｄ）第４実施例の概略
送信時間間隔TTI 20ms以上のトランスポートチャネルTrCHではトランスポートフォーマッ
トTFIの補正処理をおこない、その結果を用いてユーザデータを分離し、復号処理を行な
うことができる。しかし、送信時間間隔TTI 10msのトランスポートチャネルTrCHは、送信
時間間隔TTI内に他のフレームのTFI情報がないため、すなわち、１つのTFI情報しかない
ため第1～第3実施例の方法で補正処理はできない。したがって、TFCI復号に誤りがあった
フレームにおける送信時間間隔TTI 10msのTrCHのトランスポートフォーマットTFIの正し
さは保証できない。
【００４６】
TFCI復号処理に誤りのあったフレームにおいて、受信データをトランスポートチャネルTr
CH毎に分離するとき、TTI 10msのTrCHが物理チャネル上の先頭にマッピングされているも
のとする。この場合、該TTI 10msのTrCHにおいてTFIが間違っていなければ全TrCHのデー
タを正しく分離できる。しかし、TTI 10msのTrCHにおいてTFIが間違っていると、データ
を分離する際、次にマッピングされている他のTrCHのデータ取得位置がずれ、後のすべて
のTrCHで復号を失敗してしまう。
【００４７】
そこで、送信側において、送信時間間隔TTIの大きい順に物理チャネル上にマッピングし
て多重、伝送させる。受信側では、送信時間間隔(TTI)が大きい順に各トランスポートチ
ャネルTrCHのフレームデータが多重されているものと判断し、該多重順序及びTFIに基づ
いて受信多重データをトランスポートチャネル毎に分離し、トランスポートチャネル毎に
分離されたフレームデータを送信時間間隔分、結合して復号する。このようにすれば、TT
I 10msのTrCHにおいてTFIが間違っていても、TTI 20ms以上ならTFIの補正が正しくできて
いる可能性があるので、すべてのトランスポートチャネルTrCHにおいてで復号を失敗する
ことを低減できる。
【００４８】
以上を図4に従って説明する。
オープンしているトランスポートチャネルTrCH中にTTI 10msのTrCHがあり、TTI 10msのTr
CHが他のTTI 20ms以上のTrCHよりも、物理チャネルの先頭の方にマッピングされていると
する。例として、TrCH#3の送信時間間隔TTIを10ms、TrCH#1の送信時間間隔TTIを２0ms、T
rCH#2の送信時間間隔TTIを４0mとする。かかる場合、図4（ａ）に示すようにTrCH#１、Tr
CH#2のデータを多重して送信したが、あるフレームでTFCIの復号を誤り、誤ったTFCIによ
りTrCH#１、TrCH#2、TrCH#3のデータが多重されていると誤判断することがある。すなわ
ち、送信時間間隔TTI 10msのTrCH#3のデータは実際に存在しないが、TFCI復号結果でTrCH
#3のデータがあると判断されることがある。なお、TFCIの復号を誤っても、送信時間間隔
TTI 20ms以上のTrCH#１、TrCH#2のTFIは補正処理により正しいTFIに修正される。
【００４９】
この場合、実際の物理チャネル上のTrCH多重状態は図4（ａ）の上部に示すものであるが
、TFCIの誤り復号により図4（ａ）下部に示すようになる。この結果、送信時間間隔TTI 2
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0ms以上のTrCHは補正により正しくトランスポートフォーマットTFIを検出できたにも関わ
らず、送信時間間隔TTI 10msのTrCH#3のTFIが間違っていると、データ分離位置がずれる
。このため、すべてのトランスポートチャネルTrCHでユーザデータの復号処理に失敗する
ことになる。
【００５０】
そこで、W-CDMAシステムとして物理チャネル上のTrCH多重順序を送信時間間隔TTIの大き
い順に多重するように規定する。このように規定すれば、TFCI復号の誤りを補正できる可
能性が高い送信時間間隔TTI 20ms以上のTrCHが物理チャネル上の先頭の方にマッピングさ
れる。その結果、TTI 20ms以上のTrCHならば、補正されたTFIにしたがってユーザデータ
を正しく分離して復号できる可能性が高くなる。従って、TFCIの復号を誤っても、図4（
ｂ）下部に示すように、DTX（データ無効領域）の領域にTrCH#3がマッピングされ、TTI 2
0ms以上のTrCH#1，TrCH#2は正しくユーザデータを取得でき、TFCI復号の誤りの影響をTTI
 10msのTrCH#3だけに押さえることができる。
【００５１】
(B)移動局の構成
図5は本発明の移動局の構成図である。入出力ユニット５１ａ～５１ｎは携帯電話機の音
声入出力装置や画像入出力装置等であり、送信データ（音声符号データ、ビデオ符号デー
タなど）を内蔵の音声コーデック、ビデオコーデックを介して出力するものである。デー
タセレクト部５２はプロセッサCPU(上位アプリケーション) ５３からの指示に従って、各
入出力ユニット５１ａ～５１ｎの音声コーデックやビデオコーデック等を介して入力する
送信データを選択的に次段のチャネルコーデック部６０の送信バッファ部に入力する。
【００５２】
プロセッサCPU ５３は通信に先立ってネゴシエーションにより基地局(図示せず)より通信
パラメータを受信し、これら通信パラメータをデータセレクト部５２及びチャネルコーデ
ック６０に入力する。通信パラメータとしては例えば以下の▲１▼～▲５▼がある。
▲１▼TTI（Transmission Time Interval）
トランスポートチャネルTrCHにおける送受信時間間隔（10,20,40,80ms）を指定するパラ
メータである。このパラメータはTrCH毎に付与され、送信端末装置、受信端末装置それぞ
れに通知される。
▲２▼符号化方法および符号化率
各TrCHの送信データに施される符号化方法、符号化率を特定するもので、例えばTurbo符
号化か、畳み込み符号化(Viterbi符号化)かを示すパラメータである。このパラメータはT
rCH毎に付与され、送信端末装置、受信端末装置それぞれに通知される。
【００５３】
▲３▼TrCH多重順序
多重部において、各TrCHのデータをどのような順序で多重するかを示すパラメータであり
、送信端末装置、受信端末装置それぞれに通知される。
▲４▼各TrCHの送受信フォーマット
各トランスポートチャネルTrCHの取りうるフォーマット(1フレーム当たりのビット長)を
指定するパラメータである。図６（ａ）のテーブル例では、TrCH＃1に366bit×0,1,2,4の
4パターン、TrCH＃2に148bit×0.1の2パターンの指定が可能であり、各TrCHの各フォーマ
ットには、テーブルの先頭より0番から番号付けする。この番号付けのルールは基地局、
端末とも共通であり、該番号がTFI(Transport Format Indicator)である。このTFIテーブ
ルとTFIが送信端末装置、受信端末装置のそれぞれに通知される。
【００５４】
▲５▼送受信TFCI
基地局は各TrCHのトランスポートフォーマットを考慮してTrCH多重状態を示すTFCIテーブ
ルを作成して各端末へ通知する。図6(b)の例では各TrCHの多重を行うと4×2＝8通りの組
み合わせができるので、各組み合わせに対して0～7番の番号を付して送信端末装置、受信
端末装置それぞれに通知する。
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図5に戻って、チャネルコーデック６０は符号化処理、復号化処理を行うもので、送信バ
ッファ部６１1～６１4、エンコード処理部６２１～６２４、多重部63、通信パラメータ保
存部64、分離部６５、デコード処理部６６１～６６４、受信バッファ６７１～６７４を有
している。
【００５５】
データセレクト部５２は、プロセッサCPU ５３からの指示に基づいて、各入出力ユニット
からの送信データを、送信時間間隔TTI（10ms,20ms,40ms,80ms）のトランスポートチャネ
ルTrCH#1～TRCH#4の送信データとしてそれぞれ送信バッファ６１１～６１４に入力する。
【００５６】
各送信バッファ部６１１～６１４は送信データを10ms毎にバッファメモリに連続的に書き
込むと共に、10ms、20ms、40ms、80ms毎に一機に送信データをバースト的に読出して次段
のエンコード処理部６２１～６２４に入力する。エンコード処理部６２１～６２４はそれ
ぞれ時間長10ms、20ms、40ms、80msの送信データを指示された符号化方式(ターボ符号化
方式、ビタビ符号化方式)に従って符号化して多重部６３入力する。すなわち、エンコー
ド処理部６２１は時間長10msの符号化データE10を出力し、エンコード処理部６２２は時
間長20msの符号化データE20を出力し、エンコード処理部６２３は時間長40msの符号化デ
ータE40を出力し、エンコード処理部６２４は時間長80msの符号化データE80を出力する。
【００５７】
多重部６３は、各エンコード処理部６２１～６２４から入力する符号化データをそれぞれ
プロセッサCPU ５３から指示されたTFI(1フレームのビット長)に基づいて分離し、同様に
指示された多重順序に従って多重して1フレーム分の多重データを作成し、多重された符
号化データを同相成分（IN-Phase component)データとして送出する。
制御信号発生部７１はパイロットPILO、TFCI等の制御データを直交成分(Quadrature comp
onent)データとして一定シンボル速度で出力する。TFCIは各トランスポートチャネルのTF
Iの組み合わせを特定するものであり、プロセッサCPU から指示された各トランスポート
チャネルTrCHのTFIの組み合わせとTFCIテーブル(図6(b))を参照してTFCI値を求める。
【００５８】
QPSK拡散器81は入力される同相成分（Ｉch成分）、直交成分（Ｑch成分）に所定の拡散コ
ードを用いて拡散変調を施し、ＤＡ変換してQPSK直交変調器８２に入力し、直交変調器１
０はＩch信号、Ｑch信号にQPSK直交変調を施し、無線送信部８３は直交変調器から出力す
るベースバンド信号を高周波数に周波数変換(IF→RF)すると共に、高周波増幅等を行って
アンテナANTＴより送信する。
無線受信部９１はアンテナATNＲにより受信した高周波信号をベースバンド信号に周波数
変換(RF→IF変換)し、しかる後、ベースバンド信号を直交検波して同相成分（Ｉ成分)デ
ータと直交成分（Ｑ成分)データを発生し、ＡＤ変換して逆拡散復調部９２に入力する。
逆拡散復調部９２はＩ成分信号、Ｑ成分信号に拡散符号と同じ符号を用いて逆拡散処理を
施し、送信されてきた符号化データを復調(同期検波)し、チャネルコーデック６０の分離
６５に入力する。
【００５９】
分離部６５は、受信した多重データを記憶部に記憶するともに、TFCIをフレーム毎に復号
する。ついで、該TFCIに基づいて各トランスポートチャネルにおけるTFIをフレーム毎に
判別する。しかる後、各TrCHのTFIに基づいてTFIテーブルより1フレーム当たりのビット
長を識別し、該ビット長に基づいて前記記憶されている多重データをTrCH毎に分離して、
デコード処理部６６1～664へ入力する。各デコード処理部６６1～664はTrCH毎に分離され
たフレームデータを送信時間間隔TTI分、結合して復号する。
【００６０】
すなわち、第１のデコード処理部６６１は時間長10msの符号化データに誤り訂正処理を施
して元の送信データを復号化し、10ms毎に次段の受信バッファ部６７１に入力する。第２
のデコード処理部６６２は時間長20msの符号化データに誤り訂正処理を施して元の送信デ
ータを復号化し、20ms毎に次段の受信バッファ部６７２に入力する。第３のデコード処理
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部６６３は時間長40msの符号化データに誤り訂正処理を施して元の送信データを復号化し
、40ms毎に次段の受信バッファ部６７３に入力する。第４のデコード処理部６６４は時間
長80msの符号化データに誤り訂正処理を施して元の送信データを復号化し、80ms毎に次段
の受信バッファ部６７４入力する。
【００６１】
受信バッファ部６７１～６７４は復号データを10ms、20ms、40ms、80ms毎に一機にバース
ト的にバッファメモリに書き込むと共に、10ms毎にバッファメモリから連続的に復号デー
タを読出してデータセレクト部５２に入力する。データセレクト部５２はプロセッサCPU 
５３からの指示に従って、各受信バッファ部６７１～６７４から入力する復号データを選
択的に入出力ユニット５１ａ～５１ｎに入力する。
【００６２】
（C）通信パラメータの受け渡し手順
図７は通信パラメータの受け渡しシーケンス説明図である。
▲１▼発呼に際して発信端末は基地局へ通信要求を発行する。
▲２▼端末から通信要求を受けると基地局は、該通信要求の内容を把握する。即ち、基地
局は、要求が通信開始要求であるか、通信内容は音声なのかパケットなのか、サービスを
追加・削除したいのか、等の通信要求内容を把握する。
▲３▼ついで、端末からの要求に見合う通信パラメータを作成する。例えば、送信時間間
隔TTI、TrCH多重順序、TFCIテーブル、各TrCHの送受信フォーマットTFI、通信開始時間、
等のパラメータを作成する。パラメータは、発信要求端末およびその通信対象となる着信
側端末の両方のパラメータを作成する。
▲４▼基地局は作成したパラメータを、各端末へ通知する。
▲５▼パラメータを受け取った各端末は、通信を行うのに必要な前処理を行い、指定され
た通信時間から端末間の通信を開始する。
【００６３】
（D）チャネルコーデック部の処理の概要
図８はW-CDMAシステムにおける移動端末のチャネルコーデック部60(図5)の機能概要説明
図である。上位アプリケーション側のデータセレクト部５２からのデータは、送信側チャ
ネルコーデック６０ａに入力する。送信側チャネルコーデック６０ａはデータに、CRCビ
ットを付加し(ステップ101)、しかる後、データの種類により畳み込み符号器、またはタ
ーボ符号器に入力して符号化する(ステップ102)。ついで、符号化したデータに1stインタ
リーブ処理を行ない(ステップ１０３)、その後レートマッチング部にてデータの伸縮操作
を行なう(ステップ１０４)。送信側チャネルコーデック６０ａはレートマッチング処理を
行なった符号化データを送信時間間隔TTI毎に分割して他のTrCHの符号化データと指定さ
れた順番で多重化して物理チャネルに送出し(ステップ１０５)、この多重データに2ndイ
ンタリーブ処理を施してMOD部８０ａへ転送する(ステップ１０６)。MOD部８０ａはQPSK拡
散およびQPSK変調を行い、無線部８０ｂはRF信号に変換してアンテナより送信する。
【００６４】
受信に際して、無線部９０ａはRF信号からべースバンド信号に変換し、DEM部９０ｂはQPS
K復調およびQPSK逆拡散／レーク合成して受信データを復調し、復調データを受信側チャ
ネルコーデック部60bに入力する。受信側チャネルコーデック部60bは、受信した多重デー
タに2ndデインタリーブ処理を施し(ステップ１０７)、ついで、トランスポートチャネル
毎に多重データを分離し、分離したデータをトランスポートチャネル毎に結合する(ステ
ップ108)。以後、受信側チャネルコーデック部60bは、トランスポートチャネル毎に受信
データに1stデインタリーブ処理を行ない(ステップ１０９)、その後レートマッチング部
にてデータの伸縮操作を行なう(ステップ１１０)。更に、受信側チャネルコーデック部60
bは、レートマッチング処理したデータ(符号化データ)に対して畳み込み復号処理、また
はターボ復号処理を施して復号し、(ステップ111)、復号データにCRCチェックをチェック
を施して(ステップ112)、上位アプリケーション側に送出する。
本発明は、受信側コーデック部６０ｂのTrCH分割処理／フレーム結合処理およびその前後
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の処理に適用出来るものである。
【００６５】
（E）本発明の分離部の構成
図９は本発明の受信側コーデック部における分離部65の構成図である。
受信側チャネルコーデック部の分離部65はDEM部９０ｂより物理チャネルデータ(多重デー
タ)およびTFCI Code Wordを受信する。２ndデインタリーブ部６５ａは受信した物理チャ
ネルデータに2ndデインタリーブ処理を行ない、その結果を受信データ保持バッファ６５
ｂに保持する。このバッファ６５ｂは、少なくとも最大送信時間間隔TTI(=80ms)分のデー
タを保持できる領域が必要である。ＴＦＩ決定部６５ｃのTFCI復号処理部３１は、多重デ
ータと同時に受信したTFCI Code Wordをフレーム毎に復号してTFCIを求め、さらに、TFCI
テーブルを参照して各トランスポートチャネルTrCHのTFIをフレーム毎に検出する。TFI／
尤度保持部３２は検出した各TrCHのフレーム毎のTFIおよびTFCI復号時に算出された尤度
を保持し、TFI誤り検出および補正処理に使用する。このデータも最大送信時間間隔TTI分
保持しておく必要がある。
【００６６】
TFI誤り検出／補正処理部３３はあるフレームでTFIに誤りがあることを検出したら正しい
TFIを推定し、該TFIをデータ長演算処理部６５ｄへ通知する。誤りがなければ、TFI誤り
検出／補正処理部３３はTFCI復号より求まったＴＦＣＩに基づいて得られるTFIをそのま
まデータ長演算処理部６５ｄへ通知する。
データ長演算処理部６５ｄは、通知されたＴＦＩをもとにTFIテーブルを参照して各TrCH
のフレーム当たりのデータ長（物理チャネル上の分割データ長など）を算出する。TrCH分
割部６５ｅは、データ長算出結果をもとに、バッファ部６５ｂに保持しておいて物理チャ
ネルデータ(多重データ)をTrCH毎に分割する。フレーム結合部６５ｆはTrCH毎に分割され
たデータを送信時間間隔TTI分結合してデコード処理部66に出力し、各TrCH毎に1stデイン
タリーブ処理を行なう。
以上で説明した2ndデインタリーブ部６５ａ、TFI決定部６５ｃ、データ長演算処理部６５
ｄ、TrCH分割部６５ｅ、フレーム結合部６５ｆは、専用のハードウェア回路でも、CPUやD
SP等のソフトウェア処理でも実現可能である。
【００６７】
(F)第1実施例
図10は本発明の第1実施例の多重データ分離処理フローである。
分離部65はDEM部90bより受信した多重データに2ndデインタリーブ部６５ａでデインタリ
ーブ処理を施して受信データ保持バッファ６５ｂに保存する(ステップ２０１)。以上と並
行して、TFI決定部65cは、TFCIをフレーム毎に復号し(ステップ２０２)、該フレーム毎の
TFCIに基づいてTFCIテーブルを参照してフレーム毎に各TrCHのトランスポートフォーマッ
トTFIを求めて、保存する(ステップ２０３)。ついで、送信時間間隔TTIが20ms以上の各Tr
CHについて該送信時間間隔TTI内の全フレームのTFIを取得したかチェックする(ステップ
２０４)。取得が完了してなければステップ201以降の処理を繰り返し、取得が完了したTr
CHが存在すれば、該TrCHについて送信時間間隔TTI内の全フレームのTFIがすべて一致して
いるかチェックする(ステップ２０５)。TFIがすべて一致していればTFIに誤りはないもの
と判定し(ステップ２０６)、TFIが1つでも異なれば(図1参照)、いずれかにTFIの誤りが発
生しているものとみなして多数決により、該送信時間間隔TTIにおけるトランスポートフ
ォーマットTFIを決定する(ステップ２０７)。
【００６８】
以後、全トランスポートチャネルTrCHのTFIの決定処理が終了したかチェックし(ステップ
２０８)、終了してなければステップ201以降の処理を繰り返す。全TrCHにおけるTFIの決
定処理が終了すれば、データ長算出部６５ｄはTFIテーブルを参照して各トランスポート
チャネルTrCHのフレーム毎のビット長を算出する(ステップ２０９)。
TrCH分割部６５ｅは該ビット長及び多重順序に基づいてバッファ部６５ｂに記憶されてい
る多重データをトランスポートチャネル毎のフレームデータに分離し、フレーム結合部６
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５ｆはトランスポートチャネル毎に分離されたフレームデータを送信時間間隔分、結合し
てデコード処理部６６に入力する(ステップ２１０)。
【００６９】
(G)第２実施例
図1１は本発明の第２実施例の多重データ分離処理フローである。
分離部65は、DEM部90bより受信した多重データに2ndデインタリーブ部６５ａでデインタ
リーブ処理を施して受信データ保持バッファ６５ｂに保存する(ステップ３０１)。以上と
並行して、TFI決定部65cは、TFCIをフレーム毎に復号する。例えば、TFCI復号時に算出さ
れる各TFCI候補の尤度のうち最大尤度を有するTFCI候補を対象フレームにおけるTFCIとし
て決定する(ステップ３０２)。また、各TFCI候補の尤度を用いて(5)式によりフレーム毎
に信頼度Q(図2参照)を演算して保持する(ステップ３０３)。
【００７０】
ついで、ステップ302で得られたTFCIに基づいてTFCIテーブルを参照してフレーム毎に各T
rCHのトランスポートフォーマットTFIを求めて保存する(ステップ３０４)。しかる後、送
信時間間隔TTIが20ms以上の各TrCHについて該送信時間間隔TTI内の全フレームのTFIを取
得したかチェックする(ステップ３０５)。取得が完了してなければステップ３01以降の処
理を繰り返し、取得が完了したTrCHが存在すれば、該TrCHについて送信時間間隔TTI内の
全フレームのTFIがすべて一致しているかチェックする(ステップ３０６)。
【００７１】
TFIがすべて一致していればTFIに誤りはないものと判定し(ステップ３０７)、TFIが1つで
も異なれば、いずれかにTFIの誤りが発生しているものとみなして信頼度Ｑ(図2)を用いて
対象送信時間間隔TTIにおけるトランスポートフォーマットTFIを決定する(ステップ３０
８、３０９)。すなわち、対象送信時間間隔TTIにおける全フレームのうち信頼度Ｑが最大
となるトランスポートフォーマットTFIを前記対象送信時間間隔TTIにおけるトランスポー
トフォーマットTFIとして求める。以後、全トランスポートチャネルTrCHのTFIの決定処理
が終了したかチェックし(ステップ３１０)、終了してなければステップ301以降の処理を
繰り返す。全TrCHにおけるTFIの決定処理が終了すれば、データ長算出部６５ｄはTFIテー
ブルを参照して各トランスポートチャネルTrCHのフレーム毎のビット長を算出する(ステ
ップ３１１)。
TrCH分割部６５ｅは該ビット長及び多重順序に基づいてバッファ部６５ｂに記憶されてい
る多重データをトランスポートチャネル毎のフレームデータに分離し、フレーム結合部６
５ｆはトランスポートチャネル毎に分離されたフレームデータを送信時間間隔分、結合し
てデコード処理部６６に入力する(ステップ３１２)。
【００７２】
(H)第２実施例の変形例
図1２は第２実施例の多重データ分離処理フローの変形例であり、図11のステップと同一
ステップには同一ステップ番号を付している。第2実施例と異なる点は、信頼度Qを計算せ
ず、尤度を用いて正しいTFIを推定して修正する点である。
このため、TFI決定部65cは、TFCI復号時に算出される各TFCI候補の尤度のうち最大尤度を
有するTFCI候補を対象フレームにおけるTFCIとして決定すると共に(ステップ302)、該最
大尤度をフレーム毎に保存する(図2、ステップ304′)。そして、TFI決定部65cは、所定送
信時間間隔TTI内の全フレームのTFIが一致しないとき(ステップ３０６で「ＮＯ」)、同一
TFI同士の尤度を合計し(ステップ308a)、合計尤度が最大となるTFIを対象送信時間間隔TT
IにおけるトランスポートフォーマットTFIとして決定する(ステップ３０８ｂ)。ついで、
求まったTFIを正しいTFIとみなし、対象送信時間間隔TTIにおけるTFIを修正し、以後、第
2実施例と同一の処理を行う。
【００７３】
(I)第３実施例
図1３は本発明の第３実施例の多重データ分離処理フローである。
第1又は第2実施例により、最大送信時間間隔TTIのTrCHにおける各フレームのTFIを決定す
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る(ステップ４０１)。ついで、TFI決定部６５ｃは最大送信時間間隔TTIのTrCHにおいてTF
Iがすべて一致していたかチェックする(ステップ４０２)。全て一致していれば、最大送
信時間間隔TTI以外のTrCHについて別のTFI修正処理を実行する(ステップ４０３)。
しかし、ステップ402の判断において、TFIが一致していなければ、TFI決定部６５ｃは、
ステップ401で修正されたTFIのフレーム(図3の第3フレーム参照)で誤りがあったと認識し
、該フレームにおける他のTrCHのTFIもその正しさについて信頼度が低いと判断する(ステ
ップ４０４)。
【００７４】
ついで、TFI決定部６５ｃは、送信時間間隔TTIが20ms以上のTrCHにおいて、前記誤りフレ
ームを含む送信時間間隔TTI内の全フレームのTFIが一致しているかチェックする(ステッ
プ４０５)。全て一致していれば、該TrCHにおいてTFIの誤りが無いと判定する。しかし、
一致していなければ、前記誤りフレームにおけるTFI(図3のTFI=1)が誤っていると判定し
、他のフレームのTFI(=2)で修正する(ステップ406)。
しかる後、全TrCHにおけるTFIの決定処理が終了すれば、データ長算出部６５ｄはTFIテー
ブルを参照して各トランスポートチャネルTrCHのフレーム毎のビット長を算出する(ステ
ップ４０７)。TrCH分割部６５ｅは該ビット長及び多重順序に基づいてバッファ部６５ｂ
に記憶されている多重データをトランスポートチャネル毎のフレームデータに分離し、フ
レーム結合部６５ｆはトランスポートチャネル毎に分離されたフレームデータを送信時間
間隔分、結合してデコード処理部６６に入力する(ステップ４０８)。
【００７５】
(J)第４実施例
(a)受信装置における多重データ分離処理
図1４は本発明の第４実施例の多重データ分離処理フローである。
上位アプリケーション(CPU)より、オープンしているトランスポートチャネルTrCHの送信
時間間隔TTIを取得する(ステップ501)。そして、送信時間間隔TTIが20ms以上のTrCHにつ
いてそのトランスポートフォーマットTFIを第1、第2実施例により修正する(ステップ502)
。
【００７６】
しかる後、データ長算出処理部６５ｄは修正されたTFIを用いてTFIテーブルを参照してフ
レーム毎に各TrCHのフレームビット長を求める(ステップ５０３)。TrCH分割部５０３は、
上位アプリケーションから通知された順番で、すなわち、送信時間間隔TTIの大きい順にT
rCHのフレームデータが多重されているものと判断し、該順番にステップ503で求めてある
ビット長づつ各TrCHのデータをフレーム毎に分離する。フレーム結合部６５ｆはトランス
ポートチャネル毎に分離されたフレームデータを送信時間間隔分、結合してデコード処理
部６６に入力する(ステップ５０４)。
以上は受信側の多重データ分離処理であるが、送信側では、各トランスポートチャネルTr
CHの送信データを、送信時間間隔TTIの大きい順に多重して伝送する。
【００７７】
(b)送信側の多重伝送処理
図15は送信側チャネルコーデック６０ａ(図８)の多重伝送処理フローである。
各トランスポートチャネルTrCHの送信データを所定の送信時間間隔(TTI)で符号化し(ステ
ップ６０１)、該符号化データをフレーム周期でTFIに基づいて分割して所定ビット長のフ
レームデータとする(ステップ６０２)。ついで、各トランスポートチャネルTrCHのフレー
ムデータを上位アプリケーションから通知された順番で、すなわち、送信時間間隔(TTI)
が大きい順に多重し(ステップ６０３)、各TrCHのTFIの組み合わせ情報TFCIを決定し、該T
FCIを制御データとして前記多重データと共に伝送する(ステップ６０４)。
【００７８】
(c)多重順序の影響について
オープンしているTrCH 中にTTI 10ms のTrCH があり、該TTI 10ms のTrCH のフレームデ
ータが他のTTI 20ms 以上のTrCH のフレームデータよりも、物理チャネルの先頭の方にマ
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ッピングされているとする。例としてTrCH#3 （TTI 10ms ），TrCH#1 （TTI 40ms ），Tr
CH#2 （TTI 20ms ）の場合を考える。
TrCHの多重順序が先頭からTrCH#3 ，TrCH#1 ，TrCH#2 とする。あるフレームで図1６(a)
の（1）のように多重されたデータを受信したとする。ところが、TFCI に誤りがあったた
め、TTI 20ms 以上のTrCH#1 ，TrCH#2 は補正処理によりTFIを正しく検出できたが、TTI 
10ms のTrCH#3 だけ正しくTFI を検出できなかったとする。このとき検出したTFI から判
別された多重状態は図1６(a)の(2) のようになる。DTX は物理チャネルデータサイズを合
せるためのダミーデータである。この状態で多重データをTrCH毎に分割すると、TrCH#3の
データ取得位置が誤っているので、データサイズを正しく認識できたTrCH#1 ，TrCH#2 の
データも復号を誤ってしまう。
【００７９】
そこで、W-CDMA システムとして物理チャネル上におけるTrCH の多重順序をTTI の大きい
順に多重するように規定すれば、TFCI 復号の誤りを補正できる可能性の高いTrCH のフレ
ームデータが物理チャネル上の先頭の方にマッピングされる。その結果、TTI 20ms 以上
のTrCH ならば、TFI補正結果にしたがってユーザデータを正しく分離、復号できる可能性
が高くなる。
TrCHの多重順序がTrCH#1 （TTI 40ms ），TrCH#2 （TTI 20ms ），TrCH#3 （TTI 10ms ）
の順序で図１６(b)の(1)のように多重されたデータを受信したとする。ところが、TFCI 
に誤りがあったため、TTI 20mｓ以上のTrCH#1，TrCH#2 は補正処理によりTFI を正しく検
出できたが、TTI 10msのTrCH#3は正しくTFIを検出できなかったとする。このとき検出し
たTFI から判別された多重状態は図１６(b)の（2） のようになる。DTX は物理チャネル
データサイズを合せるためのダミーデータである。この場合、TrCH#1，TrCH#2は正しくユ
ーザデータを分離、取得でき、TFCI復号の誤りの影響をTTI 10ms のTrCH#3 だけに押さえ
ることができる。
多重の順番はTTIが長いものが前方となるようにすれば効果があり、必ずしもTTIの長い順
番で多重する必要はない。ただし、好ましくは、TTI最小のTrCHを1番最後に多重するのが
良い。逆の言い方をすると多重の順序はTTIが短いものが後方となるように多重すれば効
果があり、好ましくはTTI最小のTrCHを1番最後に多重するのが良い。
【００８０】
(d)TrCH 多重順序決定方法
図17はTrCH 多重順序通知例の説明図である。
端末側から発信を行なった場合、発信要求を受けた基地局BSは発信端末Aとその通信相手
となる着信端末Bに対して、通信を開始する時間（開始タイミング）、送信時間間隔TTI、
符号化方法などの通信に必要なパラメータを通知する。このときに、TrCHのフレームデー
タの多重順序も、基地局ＢＳにおいて送信時間間隔TTI の長い順であると決定し、各端末
に多重順序を通知する。なお、送信時間間隔TTIが同一のTrCH が複数ある場合は、「TrCH
 番号順に多重する」というように、多重順序を一意に決定できるようなルールを作って
おく。各端末Ａ，Ｂは、通知された開始タイミングより信を開始する。
【００８１】
また、音声通話中にカメラをON にして映像の送受信を追加したい場合や、映像付きで通
話中にカメラをOFF にして映像の送受信を止める場合には、トランスポートチャネルTrCH
 の追加・削除処理が行なわれる。この時も発信処理同様、端末側から映像送受信の追加
・削除要求を基地局BSへ通知する。通知を受けた基地局ＢＳは、TrCH の追加・削除を行
なう時間や、TrCH 追加・削除後の状態（パラメータ）を各端末Ａ，Ｂへ通知する。又、T
rCH 多重順序もTrCH 追加・削除後の状態を考慮して新たに決定して通知する。各端末Ａ
，Ｂは、通知された開始タイミングより映像送受信を開始（TrCH 削除時は停止）する。
【００８２】
尚、端末・基地局の双方で、TrCH 多重順序を決定するルールを共通で持っていれば、基
地局ＢＳから端末へその都度、TrCH 多重順序を通知する必要はない。各端末A、Bで基地
局BSと同じ方法でTrCH 多重順序を判断して、基地局から通知された通信開始タイミンか
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らその多重順序を用いて通信を行なえばよい。
以上では本発明を移動局に適用した場合について説明したが基地局に適用することも出来
る。
【００８３】
・付記
（付記１）　複数系統の送信データをそれぞれの送信時間間隔で符号化し、符号化データ
をフレーム周期で分割して所定ビット長のフレームデータとし、各フレームデータを多重
して伝送すると共に、各フレームデータ長情報を特定する識別情報をフレーム毎に伝送す
る通信システムにおける受信装置において、
受信した多重データを記憶する記憶部、
受信した前記識別情報に基づいて各フレームデータ長情報をフレーム毎に判別する判別部
、
送信時間間隔内の複数フレームにおける各フレームデータ長情報のうち、フレームデータ
長情報が共通する数が最多のものを該送信時間間隔内における該複数フレーム全てに共通
するフレームデータ長情報として決定する決定部、
決定されたフレームデータ長情報に基づいて各系統のフレーム当たりのビット長を識別し
、該ビット長に基づいて前記記憶部に記憶されている多重データを系統毎に分離する分離
部、
分離されたフレームデータを前記送信時間間隔分、結合して復号する復号部、
を備えたことを特徴とする受信装置。
【００８４】
（付記２）　複数系統の送信データをそれぞれの送信時間間隔で符号化し、符号化データ
をフレーム周期で分割して所定ビット長のフレームデータとし、各フレームデータを多重
して伝送すると共に、各フレームデータ長情報を特定する識別情報を符号化してフレーム
毎に伝送する通信システムにおける受信装置において、
受信した多重データを記憶する記憶部、
受信した前記識別情報を復号し、復号した際に算出される尤度を保持する識別情報復号部
、
復号した識別情報に基づいて各系統におけるフレームデータ長情報をフレーム毎に判別す
る判別部、
各系統毎に、それぞれの送信時間間隔内の複数フレームのフレームデータ長情報を比較し
、異なる場合には前記尤度を用いて該送信時間間隔内における該複数フレーム全てに共通
するフレームデータ長情報を決定する決定部、
決定されたフレームデータ長情報に基づいて各系統のフレーム当たりのビット長を識別し
、該ビット長に基づいて前記記憶部に記憶されている多重データを各系統毎に分離する分
離部、
分離されたフレームデータを前記送信時間間隔分、結合して復号する復号部、
を備えたことを特徴とする受信装置。
【００８５】
（付記３）　各系統の送信データを所定の送信時間間隔で符号化し、符号化データをフレ
ーム周期で分割して所定ビット長のフレームデータとし、各フレームデータを多重して伝
送すると共に、各系統のフレームデータ長情報の組み合わせを特定する識別情報をフレー
ム毎に伝送する通信システムにおける受信装置において、
受信した多重データを記憶する記憶部、
受信した前記識別情報に基づいて各系統におけるフレームデータ長情報をフレーム毎に判
別する判別部、
送信時間間隔T1の系統において、該送信時間間隔T1内の複数フレームのフレームデータ長
情報のうち間違っているフレームデータ長情報を正しいフレームデータ長情報に修正する
と共に、送信時間間隔T2の他の系統において前記修正したフレームと多重されたフレーム
を含む送信時間間隔T2内の複数フレームに共通するフレームデータ長情報の決定に際して
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、該修正したフレームと多重されたフレーム以外のフレームについて判別したフレームデ
ータ長情報を前記共通フレームデータ情報として決定する決定部、
決定されたフレームデータ長情報に基づいて各系統のフレーム当たりのビット長を識別し
、該ビット長に基づいて前記記憶部に記憶されている多重データを各系統毎に分離する分
離部、
各系統に分離されたフレームデータをそれぞれ前記送信時間間隔分、結合して復号する復
号部、
を備えたことを特徴とする受信装置。
（付記４）　T1＞T2であることを特徴とする付記3記載の受信装置。
【００８６】
（付記５）　各系統の送信データを所定の送信時間間隔で符号化し、符号化データをフレ
ーム周期で分割して所定ビット長のフレームデータとし、各フレームデータを多重して伝
送すると共に、各系統のフレームデータ長情報の組み合わせを特定する識別情報をフレー
ム毎に伝送する通信システムにおける受信装置において、
受信した多重データを記憶する記憶部、
受信した前記識別情報に基づいて各系統におけるフレームデータ長情報をフレーム毎に判
別する判別部、
判別されたフレームデータ長情報に基づいて各系統のフレーム当たりのビット長を識別し
、かつ、送信時間間隔が大きい順に各系統のフレームデータが多重されているものと判断
し、該多重順序及び識別したビット長に基づいて前記記憶部に記憶されている多重データ
を各系統毎に分離する分離部、
各系統毎に分離されたフレームデータをそれぞれ前記送信時間間隔分、結合して復号する
復号部、
を備えたことを特徴とする受信装置。
【００８７】
（付記６）　各系統の送信データを所定の送信時間間隔でそれぞれ符号化する符号化部、
符号化した各系統の送信データをフレーム周期で分割して所定のビット長のフレームデー
タとし、各系統のフレームデータのうち送信時間間隔が長いものが前方側となるように又
は送信時間間隔が短いものが後方側となるように多重する多重部、
多重する各系統のフレームデータ長情報の組み合わせを特定する識別情報をフレーム毎に
前記多重したデータと共に送信する送信部、
を有することを特徴とする送信装置。
【００８８】
（付記７）　複数系統の送信データをそれぞれ送信時間間隔で符号化し、符号化データを
フレーム周期で分割して所定ビット長のフレームデータとし、各フレームデータを多重し
て伝送すると共に、各フレームデータ長情報を特定する識別情報をフレーム毎に伝送する
通信システムにおける受信方法において、
受信した多重データを記憶すると共に、受信した識別情報に基づいてフレームデータ長情
報をフレーム毎に判別し、
送信時間間隔内の複数フレームにおける各フレームデータ長情報のうち、フレームデータ
長情報が共通する数が最多のものを該送信時間間隔内における該複数フレーム全てに共通
するフレームデータ長情報として決定し、
決定されたフレームデータ長情報に基づいて各系統のフレーム当たりのビット長を識別し
、
該ビット長に基づいて前記記憶されている多重データを系統毎に分離し、
分離されたフレームデータを前記送信時間間隔分、結合して復号する、
ことを特徴とする受信方法。
【００８９】
（付記８）　複数系統の送信データをそれぞれ送信時間間隔で符号化し、符号化データを
フレーム周期で分割して所定ビット長のフレームデータとし、各フレームデータを多重し
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て伝送すると共に、各フレームデータ長情報を特定する識別情報をフレーム毎に伝送する
通信システムにおける受信方法において、
受信した多重データを記憶すると共に、受信した識別情報をフレーム毎に復号し、復号し
た際に算出される尤度を保持し、
復号した識別情報に基づいて、各系統におけるフレームデータ長情報を判別し、
各系統毎に、それぞれの送信時間間隔内の複数フレームのフレームデータ長を比較し、異
なる場合には前記尤度を用いて該送信時間間隔内における該複数フレーム全てに共通する
フレームデータ長情報を決定し、
決定されたフレームデータ長情報に基づいて各系統のフレーム当たりのビット長を識別し
、
該ビット長に基づいて前記記憶されている多重データを各系統毎に分離し、
分離されたフレームデータを前記送信時間間隔分、結合して復号する、
ことを特徴とする受信方法。
【００９０】
（付記９）　各系統の送信データを所定の送信時間間隔で符号化し、符号化データをフレ
ーム周期で分割して所定ビット長のフレームデータとし、各フレームデータを多重して伝
送すると共に、各系統のフレームデータ長情報の組み合わせを特定する識別情報をフレー
ム毎に伝送する通信システムにおける受信方法において、
受信した多重データを記憶すると共に、受信した前記識別情報に基づいて各系統における
フレームデータ長情報をフレーム毎に判別し、
送信時間間隔T1の系統において、該送信時間間隔T１内の複数フレームのフレームデータ
長情報のうち間違っているフレームデータ長情報を正しいフレームデータ長情報に修正す
ると共に、送信時間間隔T2の他の系統において前記修正したフレームと多重されたフレー
ムを含む送信時間間隔T2内の複数フレームに共通するフレームデータ長情報の決定に際し
て、該修正したフレームと多重されたフレーム以外のフレームについて判別したフレーム
データ長情報を前記共通フレームデータ長情報として決定し、
決定したフレームデータ長情報に基づいて各系統のフレーム当たりのビット長を識別し、
該ビット長に基づいて前記記憶されている多重データを各系統毎に分離し、
各系統に分離されたフレームデータを前記送信時間間隔分、結合して復号する、
ことを特徴とする受信方法。
【００９１】
（付記１０）　各系統の送信データを所定の送信時間間隔で符号化し、符号化データをフ
レーム周期で分割して所定ビット長のフレームデータとし、各フレームデータを多重して
伝送すると共に、各系統のフレームデータ長情報の組み合わせを特定する識別情報をフレ
ーム毎に伝送する通信システムにおける受信方法において、
受信した多重データを記憶すると共に受信した前記識別情報に基づいて各系統におけるフ
レームデータ長情報をフレーム毎に判別し、
判別されたフレームデータ長情報に基づいて各系統のフレーム当たりのビット長を識別し
、
前記送信時間間隔が大きい順に各系統のフレームデータが多重されているものと判断し、
多重順序及び識別したビット長に基づいて前記記憶されている多重データを各系統毎に分
離し、
各系統毎に分離されたフレームデータをそれぞれ前記送信時間間隔分、結合して復号する
、
ことを特徴とする受信方法。
【００９２】
（付記１１）　通信システムの送信方法において、
各系統の送信データを所定の送信時間間隔でそれぞれ符号化し、
符号化した各系統の送信データをフレーム周期で分割して所定のビット長のフレームデー
タとし、各系統のフレームデータのうち送信時間間隔が長いものが前方側となるように又



(25) JP 4318412 B2 2009.8.26

10

20

30

40

50

は送信時間間隔が短いものが後方側となるように多重し、
多重する各系統のフレームデータ長情報の組み合わせを特定する識別情報をフレーム毎に
前記多重したデータと共に伝送する、
ことを特徴とする送信方法。
【００９３】
（付記１２）　各トランスポートチャネルの送信データを所定の送信時間間隔(TTI)で符
号化し、該符号化データをフレーム周期で分割して所定ビット長のフレームデータとし、
各トランスポートチャネルのフレームデータを多重して伝送すると共に、各トランスポー
トチャネルのフレームデータ長を特定するトランスポートフォーマット(TFI)の組み合わ
せ情報（TFCI）をフレーム毎に伝送するＣＤＭＡ通信システムにおける受信装置において
、
受信した多重データを記憶する記憶部、
前記TFCIをフレーム毎に復号し、該TFCIに基づいて各トランスポートチャネルにおけるト
ランスポートフォーマットTFIをフレーム毎に判別するトランスポートフォーマット判別
部、
トランスポートチャネル毎に、該トランスポートチャネルに応じた送信時間間隔TTI内の
複数フレームのトランスポートフォーマットTFIを比較し、異なる場合には多数決により
該送信時間間隔TTIにおけるトランスポートフォーマットTFIを決定するトランスポートフ
ォーマット決定部、
該決定されたトランスポートフォーマットTFIに基づいて各トランスポートチャネルのフ
レーム当たりのビット長を識別し、該ビット長に基づいて前記記憶部に記憶されている多
重データをトランスポートチャネル毎に分離する分離部、
トランスポートチャネル毎に分離されたフレームデータを前記送信時間間隔分、結合して
復号する復号部、
を備えたことを特徴とする受信装置。
【００９４】
（付記１３）　各トランスポートチャネルの送信データを所定の送信時間間隔(TTI)で符
号化し、該符号化データをフレーム周期で分割して所定ビット長のフレームデータとし、
各トランスポートチャネルのフレームデータを多重して伝送すると共に、各トランスポー
トチャネルのフレームデータ長を特定するトランスポートフォーマット(TFI)の組み合わ
せ情報（TFCI）をフレーム毎に伝送するＣＤＭＡ通信システムにおける受信装置において
、
受信した多重データを記憶する記憶部、
前記TFCIをフレーム毎に復号し、復号した際に算出される尤度を保持するTFCI復号部、
復号したTFCIに基づいて各トランスポートチャネルにおけるトランスポートフォーマット
TFIをフレーム毎に判別するトランスポートフォーマット判別部、
トランスポートチャネル毎に、該トランスポートチャネルに応じた送信時間間隔TTI内の
複数フレームのトランスポートフォーマットTFIを比較し、異なる場合には各フレームの
尤度及びトランスポートフォーマットTFIを用いて該送信時間間隔TTIにおけるトランスポ
ートフォーマットTFIを決定するトランスポートフォーマット決定部、
該決定されたトランスポートフォーマットに基づいて各トランスポートチャネルのフレー
ム当たりのビット長を識別し、該ビット長に基づいて前記記憶部に記憶されている多重デ
ータをトランスポートチャネル毎に分離する分離部、
トランスポートチャネル毎に分離されたフレームデータを前記送信時間間隔分、結合して
復号する復号部、
を備えたことを特徴とする受信装置。
【００９５】
(付記１４)　前記トランスポートフォーマット決定部は、同一トランスポートフォーマッ
トTFI同士の尤度を合計し、合計尤度が最大となるトランスポートフォーマットTFIを前記
送信時間間隔TTIにおけるトランスポートフォーマットTFIとして決定する、
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ことを特徴とする付記13記載の受信装置。
（付記１５）　前記TFCI復号部は、TFCI復号時に算出される各TFCI候補の尤度のうち最大
尤度を有するTFCI候補を対象フレームにおけるTFCIとして決定すると共に、各TFCI候補の
尤度を用いて該TFCIの信頼度を計算して保持し、
前記トランスポートフォーマット決定部は、前記信頼度が最大となるトランスポートフォ
ーマットTFIを前記送信時間間隔TTIにおけるトランスポートフォーマットTFIとして決定
する、
ことを特徴とする付記13記載の受信装置。
【００９６】
(付記１６)　各トランスポートチャネルの送信データを所定の送信時間間隔(TTI)で符号
化し、該符号化データをフレーム周期で分割して所定ビット長のフレームデータとし、各
トランスポートチャネルのフレームデータを多重して伝送すると共に、各トランスポート
チャネルのフレームデータ長を特定するトランスポートフォーマット(TFI)の組み合わせ
情報（TFCI）をフレーム毎に伝送するＣＤＭＡ通信システムにおける受信装置において、
受信した多重データを記憶する記憶部、
前記TFCIをフレーム毎に復号するTFCI復号部、
復号したTFCIに基づいて各トランスポートチャネルにおけるトランスポートフォーマット
TFIをフレーム毎に判別するトランスポートフォーマット判別部、
最大送信時間間隔TTIのトランスポートチャネルにおいて、該最大送信時間間隔内の複数
フレームのトランスポートフォーマットTFIのうち間違っているトランスポートフォーマ
ットTFIを正しいTFIに修正すると共に、別のトランスポートチャネルにおいて前記修正し
たフレームを含む該別のトランスポートチャネルに応じた送信時間間隔内の複数フレーム
のトランスポートフォーマットTFIを比較し、一致してなければ、該修正フレーム以外の
フレームにおけるトランスポートフォーマットが正しいと判断して該送信時間間隔TTIに
おけるトランスポートフォーマットTFIを決定するトランスポートフォーマット決定部、
該決定されたトランスポートフォーマットに基づいて各トランスポートチャネルのフレー
ム当たりのビット長を識別し、該ビット長に基づいて前記記憶部に記憶されている多重デ
ータをトランスポートチャネル毎に分離する分離部、
トランスポートチャネル毎に分離されたフレームデータを前記送信時間間隔分、結合して
復号する復号部、
を備えたことを特徴とする受信装置。
【００９７】
(付記１７)　各トランスポートチャネルの送信データを所定の送信時間間隔(TTI)で符号
化し、該符号化データをフレーム周期で分割して所定ビット長のフレームデータとし、各
トランスポートチャネルのフレームデータを多重して伝送すると共に、各トランスポート
チャネルのフレームデータ長を特定するトランスポートフォーマット(TFI)の組み合わせ
情報（TFCI）をフレーム毎に伝送するＣＤＭＡ通信システムにおける受信装置において、
受信した多重データを記憶する記憶部、
前記TFCIをフレーム毎に復号するTFCI復号部、
復号したTFCIに基づいて各トランスポートチャネルにおけるトランスポートフォーマット
TFIをフレーム毎に判別するトランスポートフォーマット判別部、
該判別されたトランスポートフォーマットTFIに基づいて各トランスポートチャネルのフ
レーム当たりのビット長を識別し、かつ、送信時間間隔(TTI)が大きい順に各トランスポ
ートチャネルのフレームデータが多重されているものと判断し、該多重順序及び識別した
ビット長に基づいて前記記憶部に記憶されている多重データをトランスポートチャネル毎
に分離する分離部、
トランスポートチャネル毎に分離されたフレームデータを前記送信時間間隔分、結合して
復号する復号部、
を備えたことを特徴とする受信装置。
【００９８】
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(付記１８)　CDMA通信システムの送信装置において、
各トランスポートチャネルの送信データを所定の送信時間間隔(TTI)で符号化する符号部
、
該符号化データをフレーム周期で分割して所定ビット長のフレームデータとし、各トラン
スポートチャネルのフレームデータを送信時間間隔(TTI)が大きい順に多重する多重部、
各トランスポートチャネルのフレームデータ長を特定するトランスポートフォーマット(T
FI)の組み合わせ情報（TFCI）をフレーム毎に前記多重データと共に伝送する送信部、
を有することを特徴とする送信装置。
【００９９】
（付記１９）　各トランスポートチャネルの送信データを所定の送信時間間隔(TTI)で符
号化し、該符号化データをフレーム周期で分割して所定ビット長のフレームデータとし、
各トランスポートチャネルのフレームデータを多重して伝送すると共に、各トランスポー
トチャネルのフレームデータ長を特定するトランスポートフォーマット(TFI)の組み合わ
せ情報（TFCI）をフレーム毎に伝送するＣＤＭＡ通信システムにおける受信方法において
、
受信した多重データを記憶すると共に、TFCIをフレーム毎に復号し、
該フレーム毎のTFCIに基づいて、フレーム毎に各トランスポートチャネルにおけるトラン
スポートフォーマットTFIを判別し、
トランスポートチャネル毎に、該トランスポートチャネルに応じた前記送信時間間隔TTI
内の複数フレームのトランスポートフォーマットTFIを比較し、異なる場合には多数決に
より該送信時間間隔TTIにおけるトランスポートフォーマットTFIを決定し、
該決定されたトランスポートフォーマットTFIに基づいて各トランスポートチャネルのフ
レーム当たりのビット長を識別し、
該ビット長に基づいて前記記憶部に記憶されている多重データをトランスポートチャネル
毎に分離し、
トランスポートチャネル毎に分離されたフレームデータを前記送信時間間隔分、結合して
復号する、
ことを特徴とする受信方法。
【０１００】
（付記２０）　各トランスポートチャネルの送信データを所定の送信時間間隔(TTI)で符
号化し、該符号化データをフレーム周期で分割して所定ビット長のフレームデータとし、
各トランスポートチャネルのフレームデータを多重して伝送すると共に、各トランスポー
トチャネルのフレームデータ長を特定するトランスポートフォーマット(TFI)の組み合わ
せ情報（TFCI）をフレーム毎に伝送するＣＤＭＡ通信システムにおける受信方法において
、
受信した多重データを記憶すると共に、TFCIをフレーム毎に復号し、復号した際に算出さ
れる尤度を保持し、
該フレーム毎のTFCIに基づいて、フレーム毎に各トランスポートチャネルにおけるトラン
スポートフォーマットTFIを判別し、
トランスポートチャネル毎に、該トランスポートチャネルに応じた送信時間間隔TTI内の
複数フレームのトランスポートフォーマットTFIを比較し、異なる場合には各フレームの
尤度及びトランスポートフォーマットTFIを用いて該送信時間間隔TTIにおけるトランスポ
ートフォーマットTFIを決定し、
該決定されたトランスポートフォーマットTFIに基づいて各トランスポートチャネルのフ
レーム当たりのビット長を識別し、
該ビット長に基づいて前記記憶部に記憶されている多重データをトランスポートチャネル
毎に分離し、
トランスポートチャネル毎に分離されたフレームデータを前記送信時間間隔分、結合して
復号する、
ことを特徴とする受信方法。
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【０１０１】
(付記２１)　　同一トランスポートフォーマットTFI同士の尤度を合計し、合計尤度が最
大となるトランスポートフォーマットTFIを前記送信時間間隔TTIにおけるトランスポート
フォーマットTFIとして決定する、
ことを特徴とする付記20記載の受信方法。
（付記２２）　TFCI復号時に算出される各TFCI候補の尤度のうち最大尤度を有するTFCI候
補を対象フレームにおけるTFCIとして決定すると共に、各TFCI候補の尤度を用いて該TFCI
の信頼度を計算して保持し、
前記信頼度が最大となるトランスポートフォーマットTFIを前記送信時間間隔TTIにおける
トランスポートフォーマットTFIとして決定する、
ことを特徴とする付記20記載の受信方法。
【０１０２】
(付記２３)　各トランスポートチャネルの送信データを所定の送信時間間隔(TTI)で符号
化し、該符号化データをフレーム周期で分割して所定ビット長のフレームデータとし、各
トランスポートチャネルのフレームデータを多重して伝送すると共に、各トランスポート
チャネルのフレームデータ長を特定するトランスポートフォーマット(TFI)の組み合わせ
情報（TFCI）をフレーム毎に伝送するＣＤＭＡ通信システムにおける受信方法において、
受信した多重データを記憶すると共にTFCIをフレーム毎に復号し、
復号したTFCIに基づいて各トランスポートチャネルにおけるトランスポートフォーマット
TFIをフレーム毎に判別し、
最大送信時間間隔TTIのトランスポートチャネルにおいて、該最大送信時間間隔内の複数
フレームのトランスポートフォーマットTFIのうち間違っているトランスポートフォーマ
ットTFIを正しいTFIに修正すると共に、別のトランスポートチャネルにおいて前記修正し
たフレームを含む該別のトランスポートチャネルに応じた送信時間間隔内の複数フレーム
のトランスポートフォーマットTFIを比較し、一致してなければ、該修正フレーム以外の
フレームにおけるトランスポートフォーマットTFIが正しいと判断して該送信時間間隔TTI
におけるトランスポートフォーマットTFIを修正し、
該修正されたトランスポートフォーマットTFIに基づいて各トランスポートチャネルのフ
レーム当たりのビット長を識別し、
該ビット長に基づいて前記記憶部に記憶されている多重データをトランスポートチャネル
毎に分離し、
トランスポートチャネル毎に分離されたフレームデータを前記送信時間間隔分、結合して
復号する、
ことを特徴とする受信方法。
【０１０３】
(付記２４)　各トランスポートチャネルの送信データを所定の送信時間間隔(TTI)で符号
化し、該符号化データをフレーム周期で分割して所定ビット長のフレームデータとし、各
トランスポートチャネルのフレームデータを多重して伝送すると共に、各トランスポート
チャネルのフレームデータ長を特定するトランスポートフォーマット(TFI)の組み合わせ
情報（TFCI）をフレーム毎に伝送するＣＤＭＡ通信システムにおける受信方法において、
受信した多重データを記憶すると共にTFCIをフレーム毎に復号し、
復号したTFCIに基づいて各トランスポートチャネルにおけるトランスポートフォーマット
TFIをフレーム毎に判別し、
該判別されたトランスポートフォーマットTFIに基づいて各トランスポートチャネルのフ
レーム当たりのビット長を識別し、
前記送信時間間隔(TTI)が大きい順に各トランスポートチャネルのフレームデータが多重
されているものと判断し、該多重順序及び識別したビット長に基づいて前記記憶されてい
る多重データをトランスポートチャネル毎に分離し、
トランスポートチャネル毎に分離されたフレームデータを前記送信時間間隔分、結合して
復号する、
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ことを特徴とする受信方法。
【０１０４】
(付記２５)　CDMA通信システムの送信方法において、
各トランスポートチャネルの送信データを所定の送信時間間隔(TTI)で符号化し、
該符号化データをフレーム周期で分割して所定ビット長のフレームデータとし、各トラン
スポートチャネルのフレームデータを送信時間間隔(TTI)が大きい順に多重し、
各トランスポートチャネルのフレームデータ長を特定するトランスポートフォーマット(T
FI)の組み合わせ情報（TFCI）をフレーム毎に前記多重データと共に伝送する、
ことを特徴とする送信方法。
【０１０５】
【発明の効果】
以上本発明によれば、送信時間間隔TTI20ms以上のTrCHにおいて、TTI内の複数フレームの
トランスポートフォーマットTFIが同一であることを利用して、TFCI復号に誤りがあって
各フレームのTFIに誤りが発生しても多数決などにより補正でき、正しいＴＦＩを検出で
きるようになる。この結果、各トランスポートチャネルのフレームデータを正しく分離し
て復号することができる。
また、本発明によれば、送信時間間隔TTI20ms以上のTrCHにおいて、TTI内の複数フレーム
のトランスポートフォーマットTFIが同一であること、及び、各フレーム毎にTFCIを復号
した時に算出される尤度が復号データの正しさを示す指標になることを利用して、TFCI復
号に誤りあって各フレームのTFIに誤りが発生しても、この尤度を用いて、あるいは、尤
度から計算できる信頼度を用いて正しいＴＦＩに補正できるようになる。この結果、各ト
ランスポートチャネルのフレームデータを正しく分離して復号することができる。
【０１０６】
また、本発明によれば、最大送信時間間隔TTIのTrCHにおいて、該最大送信時間間隔内の
所定フレームのTFIが間違っているとき修正し、別のTrCHにおいて該修正したフレームを
含む送信時間間隔内の複数フレームのTFIが一致しているかチェックし、一致してなけれ
ば、該修正フレーム以外のフレームにおけるTFIが正しいと判断して該送信時間間隔TTIに
おけるTFIを修正するように構成したから、最大送信時間間隔TTIのトランスポートチャネ
ル以外のトランスポートチャネルのTFIを修正でき、ユーザデータを正しく復号すること
ができる。
また、本発明によれば、送信時間間隔TTIが最小（10ms）のトランスポートチャネルのト
ランスポートフォーマットＴＦＩを正しく補正できない場合が発生しても、送信時間間隔
TTIが最小でない他のトランスポートチャネルのユーザデータを正しく分離して復号する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第1実施例の概略説明図である。
【図２】第２実施例の概略説明図である。
【図３】第３実施例の概略説明図である。
【図４】第４実施例の概略説明図である。
【図５】本発明の移動局の構成図である。
【図６】　TFIテーブル及びTFCIテーブル説明図である。
【図７】通信パラメータの受け渡しシーケンスである。
【図８】　W-CDMAチャネルコーデック部の概要図である。
【図９】本発明の分離部の構成図である。
【図１０】第1実施例の分離処理フローである。
【図１１】第２実施例の分離処理フローである。
【図１２】第２実施例の別の分離処理フローである。
【図１３】第３実施例の多重データの分離処理フローである。
【図１４】第４実施例の多重データの分離処理フローである。
【図１５】第４実施例の多重送信処理フローである。



(30) JP 4318412 B2 2009.8.26

10

20

30

【図１６】第4実施例の説明図である。
【図１７】　TrCH多重順序通知例である。
【図１８】従来の移動局の構成図である。
【図１９】多重方法説明図である。
【図２０】上りリンクのフレームフォーマットである。
【図２１】下りリンクのフレームフォーマットである。
【図２２】分離方法の説明図である。
【図２３】送受信タイミングである。
【図２４】トランスポートチャネルTrCHの多重処理例である。
【図２５】　TrCHのトランスポートフォーマット例である。
【図２６】　TFCI例である。
【図２７】　TrCH多重時のTFI構成及びTFCI説明図である。
【図２８】高速アダマール変換処理フローである。
【符号の説明】
５２　データセレクト部
５３　プロセッサCPU
６０　チャネルコーデック部
６１ｉ　送信バッファ
６２ｉ　エンコード処理部
６３　多重部
６４　通信パラメータ記憶部
６５　分離部
６５a　２ndデインタリーブ部
６５ｂ　受信データ保持バッファ
６５ｃ　TFI決定部
６５ｄ　データ長算出処理部
６５ｅ　ＴｒＣＨ分割部
６５ｆ　フレーム結合部
６６ｉ　デコード処理部
６７ｉ　受信バッファ
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